
JP 2009-512396 A 2009.3.19

10

(57)【要約】
　デジタル映像捕獲の質を高めるための装置、システム
又は方法が提供される。像形成、より詳細には、映像操
作選択肢を与えるための視覚像捕獲が、当該映像の解像
度を高めるために行われる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子カメラ捕獲モジュールにおいて、
　選択された視覚像に関係した光刺激に対してこのモジュールの位置を変化させるメカニ
ズムを備え、前記光刺激は、前記モジュールが取り得る２つ以上の位置において前記モジ
ュールの光感知領域と少なくとも同程度の大きさの選択されたエリアに影響し、前記モジ
ュールは、更に、意図された最終的映像の一部分を表わす前記光刺激を、選択された映像
情報出力形式のものである情報へと変換するように動作することができ、そして更に、
　前記情報の少なくとも一部分を含ませて、前記意図された最終的映像を表わす少なくと
も１つの複合映像を形成するためのコンピュータデータ変換アプリケーションを備えた、
電子カメラ捕獲モジュール。
【請求項２】
　前記複合映像は、その複合映像の任意の１つに対して、前記モジュールの潜在的な合計
映像情報出力に、捕獲された映像部分の数を乗算した程度のものを実施する、請求項１に
記載のモジュール。
【請求項３】
　前記メカニズムは、前記光刺激に対して前記モジュールを選択された回数で移動し、そ
して前記複合映像の全ての部分が個々に捕獲されて中継された後に前記モジュールを元の
捕獲位置に戻すことのできる電子モータである、請求項１に記載のモジュール。
【請求項４】
　前記選択されたエリアのサイズは、前記モジュールの光感知領域のサイズと、映像部分
捕獲の数及び配置とに直接関係され、そして前記選択されたエリアのサイズは、前記意図
された最終的映像を表わす単一の複合映像の全ての部分の捕獲エリアの合計サイズに関係
される、請求項１に記載のモジュール。
【請求項５】
　前記選択されたエリアのサイズは選択的に可変である、請求項４に記載のモジュール。
【請求項６】
　前記モジュールの前記位置を変化させることは、間欠的に行なわれる、請求項４に記載
のモジュール。
【請求項７】
　前記アプリケーションは、前記複合映像を、前記意図された最終的映像のシームレスな
バージョンとしてアッセンブルするように動作し、前記モジュールによって与えられない
二次的データアスペクトを更にファクタ化して、前記複合映像内では得られないシフト映
像アスペクトの情報に対して前記情報を変更し、前記二次的データアスペクトは、前記モ
ジュールにより対応する捕獲とタンデムに発生され、前記二次的データアスペクトは、前
記複合映像部分の捕獲の少なくとも幾つかの選択的に区別されるゾーンの少なくとも幾つ
かのポジショニングアスペクトをサンプリングし、このサンプリングは、前記モジュール
により与えられる前記ポジショニングアスペクトに関係した情報より頻繁に行なわれる、
請求項１に記載のモジュール。
【請求項８】
　前記複合映像は、キーフレーム映像として選択的に機能し、潜在的により高い解像度の
最終的映像を与えることにより多数の映像を通知し、前記より高い解像度の最終的映像は
、前記意図された最終的映像を表わす前記キーフレームの多数の映像部分捕獲の関数とし
て生じる、請求項１に記載のモジュール。
【請求項９】
　前記二次的データアスペクトは、第２の像形成コンポーネントであり、前記光刺激は、
前記光刺激が前記モジュールに作用して代表的情報を発生するのと実質的に同時に前記コ
ンポーネントへ選択的に与えられる、請求項７に記載のモジュール。
【請求項１０】
　実質的に同時に与えられる前記光刺激は、前記意図された最終的映像に関係した同じ視
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覚像を実施する同じオリジナル光刺激から同じ１秒の時間内に前記モジュール及び二次的
データアスペクトの少なくとも両方が映像情報を発生することを含む、請求項９に記載の
モジュール。
【請求項１１】
　前記二次的データアスペクトは、毎秒複数の全フレーム捕獲を含み、この全フレーム捕
獲は、前記モジュールにより発生された情報により与えられない少なくとも幾つかの映像
アスペクトのポジショニングデータを与える、請求項７に記載のモジュール。
【請求項１２】
　前記二次的データアスペクトは、前記光刺激を像形成装置に与えて、意図された全及び
部分的最終映像データを同じ１秒の時間内にタンデムに与えるための映像転向手段を備え
た、請求項７に記載のモジュール。
【請求項１３】
　前記コンピュータデータ変換アプリケーションは、前記捕獲モジュールからの少なくと
も２つの部分的捕獲映像情報部分をアッセンブルして、前記少なくとも１つの複合映像を
形成するように、コンピュータにより使用される前記モジュールの出力と少なくとも部分
的にタンデムに機能するように設計されたコンポーネントである、請求項１に記載のモジ
ュール。
【請求項１４】
　前記第２の像形成コンポーネントは、前記視覚像内に最初に実施される前記意図された
最終的映像の全体を表わすバージョンを捕獲する、請求項１３に記載のモジュール。
【請求項１５】
　前記モジュールは、間欠的に移動してモジュールの位置を変化するように動作できる、
請求項１に記載のモジュール。
【請求項１６】
　前記モジュールは、連続的に移動してモジュールの位置を変化するように動作できる、
請求項１に記載のモジュール。
【請求項１７】
　前記モジュールと、前記光刺激に作用する少なくとも１つの他のコンポーネントとは、
前記意図された最終的映像の各部分を前記モジュールへ順次に伝送するようにタンデムに
機能する、請求項１に記載のモジュール。
【請求項１８】
　前記モジュールは、連続的に移動するように動作して、部分映像捕獲中にモジュールの
位置を変化させる、請求項１７に記載のモジュール。
【請求項１９】
　前記モジュール情報は、前記モジュールとタンデムに機能するように設計された個別の
データサンプリングコンポーネントからの前記部分的に捕獲された映像情報部分の各々に
対する位置情報に一部分基づいてその後に変換されるように特に捕獲される、請求項１３
に記載のモジュール。
【請求項２０】
　前記個別のデータサンプリングコンポーネントは、前記部分のアスペクトに関係した読
み取り及び記憶可能な情報を前記モジュールより頻繁に発生する、請求項１９に記載のモ
ジュール。
【請求項２１】
　前記個別のデータサンプリングコンポーネントによるデータ出力は、前記モジュールに
より発生される潜在的な複合映像データ量より合計データ量が少ない、請求項２０に記載
のモジュール。
【請求項２２】
　部分的レンズ映像の部分を順次に変更して少なくとも１つの映像捕獲ターゲットゾーン
へ搬送するための光学的アッセンブリにおいて、
　移動光学的エレメントを備え、その位置は、このエレメントにより少なくとも部分的に
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搬送される光源に対する前記アッセンブリの関数として物理的にシフトされ、この位置の
シフトにより、前記部分的レンズ映像の部分が前記少なくとも１つの映像捕獲ターゲット
ゾーンへ順次に中継され、そして
　前記アッセンブリは、単一の意図された最終的映像を表わす単一の複合映像の生成に関
係した多数の映像捕獲のための視覚像情報を与えるようにした、光学的アッセンブリ。
【請求項２３】
　前記ターゲットゾーンの少なくとも一部分は、前記部分的レンズ映像の部分に関係した
光源に対する刺激を受けるように動作し且つそのような状態にされた電子的映像捕獲装置
を含む、請求項２２に記載の光学的アッセンブリ。
【請求項２４】
　前記移動エレメントはミラーである、請求項２２に記載の光学的アッセンブリ。
【請求項２５】
　前記移動エレメントはレンズである、請求項２２に記載の光学的アッセンブリ。
【請求項２６】
　前記ターゲットゾーン内に少なくとも１つの像形成モジュールを更に備えた、請求項２
２に記載の光学的アッセンブリ。
【請求項２７】
　前記像形成モジュールは、電子的映像捕獲及びデータ中継装置である、請求項２６に記
載の光学的アッセンブリ。
【請求項２８】
　前記装置は、光刺激に反応して、その光刺激のアスペクトを表わす記憶及び読み取り可
能な電子的情報を生成するように動作できるカメラチップコンポーネントである、請求項
２７に記載の光学的アッセンブリ。
【請求項２９】
　前記映像捕獲装置とタンデムに動作し、そして少なくとも１つの意図された最終的映像
のコンピュータアッセンブル中に前記部分的レンズ映像の部分の捕獲に関係した情報に対
して少なくとも後続変更を遂行するための情報を与えるデータ発生コンポーネントを更に
備えた、請求項２２に記載の光学的アッセンブリ。
【請求項３０】
　前記部分的レンズ映像の部分は、映像部分データを捕獲するように動作できる少なくと
も１つの捕獲モジュールへ順次に中継されて、単一の複合映像を順次に表わした後に、中
継された第１の映像部分を繰り返し且つ中継された映像部分のシーケンスを繰り返し、単
一の複合映像に関連した部分的レンズ映像の全体で、少なくとも１つの意図された最終的
映像に関連した情報の少なくとも一部分を実施する、請求項２２に記載の光学的アッセン
ブリ。
【請求項３１】
　前記光学的アッセンブリは、前記ターゲットゾーン内に少なくとも部分的に生じる映像
捕獲装置による適切な映像部分捕獲のための静的周期を与えるように間欠的に移動する、
請求項２２に記載の光学的アッセンブリ。
【請求項３２】
　前記アッセンブリにより課せられる光学的エレメント運動は、その少なくとも一部分が
、前記レンズ映像のアスペクトに露出されるべき少なくとも１つの映像捕獲装置に課せら
れる位置変化運動のタンデム関数である、請求項２２に記載の光学的アッセンブリ。
【請求項３３】
　前記レンズ映像を前記移動光学的エレメントに通す前に前記レンズ映像を個別の像形成
コンポーネントへ中継して、前記部分的レンズ映像の部分がタンデムに構成するところの
意図された全映像を少なくともフレーミングに対して表わす捕獲に向かわせる映像転向コ
ンポーネントを更に備え、前記個別の像形成コンポーネントにより発生される情報は、少
なくとも、選択された映像アスペクトの、互いの位置の変化を通知し、そして発生される
情報は、前記部分的レンズ映像の部分に関係した捕獲からは与えられないデータを与える
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、請求項２２に記載の光学的アッセンブリ。
【請求項３４】
　前記光学的アッセンブリは、前記部分的レンズ映像の部分を捕獲する前にレンズ映像の
焦点距離を変化させて、前記部分的レンズ映像の部分を前記映像捕獲ゾーンへ搬送する前
に前記レンズ映像を拡大することを含む、請求項２２に記載の光学的アッセンブリ。
【請求項３５】
　前記焦点距離の変化は、選択可能であり、そして意図された最終的映像を表わす単一の
選択されたレンズ映像であることが望まれる部分捕獲の量に直接的に依存する、請求項３
４に記載の光学的アッセンブリ。
【請求項３６】
　部分捕獲の数が少ないほど、前記アッセンブリにより変更されない単一の完全な捕獲と
しての全レンズ映像の搬送に対し、前記映像ターゲットゾーンに対する適切なサイズ及び
映像部分サイズを達成するための焦点距離の変化が極端でない、請求項３５に記載の光学
的アッセンブリ。
【請求項３７】
　前記移動光学系エレメントは、前記焦点距離の変化に作用する、請求項３４に記載の光
学的アッセンブリ。
【請求項３８】
　前記複合映像は、１つの最終的映像の少なくとも一部分の生成を通知する情報を複数の
個別の捕獲にわたって与えるために、選択された捕獲コンポーネントに能力を与え、前記
最終的映像は、前記捕獲コンポーネントにより与えられる単一捕獲より高い全捕獲データ
量を有し、そしてこの量は、単一複合映像の生成において捕獲されてファクタ化される各
付加的な部分によって直接増加される、請求項２２に記載の光学的アッセンブリ。
【請求項３９】
　意図された最終的映像の部分を表わす部分的視覚像捕獲情報として記録された少なくと
も幾つかのデータをファクタ化して、少なくとも１つの像形成モジュールにより最初に捕
獲された前記部分的視覚像捕獲情報から少なくとも１つのシームレスな複合映像を形成す
るコンピュータデータ変換アプリケーションを備えたコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項４０】
　部分的捕獲映像情報の部分内に表わされた選択的に区別された映像アスペクトの変化部
分に関係した情報を捕獲し記憶するためのデータ収集コンポーネントを更に備え、このデ
ータ収集コンポーネントは、意図された全最終映像の全体の少なくとも１つのアスペクト
を、捕獲される前記部分の任意の１つより頻繁にサンプリングする、請求項３９に記載の
コンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項４１】
　前記データ収集コンポーネントは、光源の視覚像アスペクトとして最初に伝送される意
図された最終的な全映像の全体のバージョンを捕獲するように動作できる第２の像形成モ
ジュールであり、前記データ収集コンポーネントは、各複合映像に関連した複数の映像ア
スペクトポジショニングデータ捕獲を与え、このポジショニングデータ捕獲は、意図され
た最終的映像の選択的に区別されたゾーンに関連される、請求項４０に記載のコンピュー
タ読み取り可能な媒体。
【請求項４２】
　前記データ収集コンポーネントは、毎秒少なくとも２４回、意図された最終的映像に関
連したデータをサンプリングする、請求項４１に記載のコンピュータ読み取り可能な媒体
。
【請求項４３】
　前記データ収集コンポーネントは、前記光源から光を間欠的に受け取る、請求項４１に
記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項４４】
　前記データ収集コンポーネントは、映像分割光学コンポーネントにより影響されるもの
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に限定されない映像転向手段により前記光源から連続的に光を受け取る、請求項４１に記
載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項４５】
　意図された最終的な映像捕獲に関連した２つの個別のデータストリームの少なくとも一
部分は、前記複合映像に対する変更を複数の前記意図された最終的映像に向けて通知し、
前記最終的映像が、前記映像部分に関連しないデータストリームのアスペクトに基づいて
選択的に変更される前記複合映像の選択された特性を実施することに向かわせる、請求項
４１に記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項４６】
　光学的アッセンブリの移動光学的エレメント及び少なくとも１つの像形成モジュールは
、前記部分的レンズ映像情報部分の各々の各捕獲に作用するために物理的にタンデムに再
配置された、請求項３９に記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項４７】
　前記光学的エレメントは、間欠的に移動するように動作できる、請求項４６に記載のコ
ンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項４８】
　前記光学的エレメントは、連続的に移動して、前記光源により伝送された前記視覚像ア
スペクトの変化した部分的レンズ映像の部分を中継するように動作できる、請求項４６に
記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項４９】
　前記データ収集コンポーネントに関連した少なくとも１つの映像捕獲は、写真感光乳剤
ベースの映像捕獲である、請求項４０に記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項５０】
　前記感光乳剤ベースの映像捕獲は、少なくとも２つの他の個別の映像捕獲コンポーネン
トとして同じ光源から導出された映像に関連される、請求項４９に記載のコンピュータ読
み取り可能な媒体。
【請求項５１】
　意図された最終的映像に関連した多数の映像部分捕獲から導出された少なくとも幾つか
をファクタ化して、電子的捕獲モジュールにより最初に捕獲された部分的捕獲映像情報の
部分から少なくとも１つのシームレスな複合映像を形成するコンピュータデータ変換アプ
リケーションを備え、複合映像がそのコンピュータデータ変換アプリケーションにより更
に使用されて、最初に生成された複合映像から変化し得る複合映像の後続バージョンを生
成し、この後続バージョンは、前記部分的捕獲の映像情報の創作中に取得される二次的な
情報により与えられる変更インストラクションにより少なくとも一部分発生される、コン
ピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項５２】
　選択された視覚像に関連した光刺激に対して位置を変化させるように動作できる電子的
カメラ捕獲モジュールを備え、前記光刺激は、そのモジュールが取り得る２つ以上の位置
において少なくともモジュールの光感知領域と同程度の大きさのカメラ内部の選択された
エリアに影響を及ぼし、前記モジュールは、意図された最終映像の一部分を表わす前記光
刺激を、選択された映像情報出力形式である情報へと変換するように動作でき、更に、
　前記情報の少なくとも一部分を含んでいて、前記選択された視覚像に直接関係した前記
意図された最終的映像を表わす少なくとも１つの複合映像を形成するためのコンピュータ
データ変換アプリケーションを備えた、カメラ。
【請求項５３】
　前記複合映像は、任意の１つの複合映像に対して、前記モジュールの潜在的な合計映像
情報出力に、捕獲された最終的映像部分の数を乗算した程度のものを実施する、請求項５
２に記載のカメラ。
【請求項５４】
　前記光刺激に対して前記モジュールを選択された回数で移動し、そして前記複合映像の
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全ての部分が個々に捕獲されて中継された後に前記モジュールを元の捕獲位置に戻すこと
のできる電子モータを更に備えた、請求項５２に記載のカメラ。
【請求項５５】
　前記捕獲される最終的映像部分の数は、可変であり且つ選択可能である、請求項５４に
記載のカメラ。
【請求項５６】
　捕獲の前にレンズ映像に作用する光学的アッセンブリを備え、最終的映像として意図さ
れた全フレーム視覚像が少なくとも１つの移動光学エレメントによって断片化され、前記
エレメントは、視覚像の選択された部分をカメラ内の少なくとも１つの捕獲装置へ順次に
搬送するように動作でき、該装置が、それら部分内に実施される全フレーム視覚像の全体
に関係した少なくとも情報を受信するようにしたカメラ。
【請求項５７】
　前記カメラは、更に、捕獲された部分から生成される複合映像のアスペクトに作用する
ように使用して、選択的な数の変更された後続最終映像を、前記カメラによる前記部分の
捕獲により発生される利用可能な捕獲複合映像間に生じるように生成することに向けて、
全フレーム視覚像に関係した選択的に区別される映像観点の位置のシフトに関係した少な
くとも電子情報をサンプルしそして与えるように動作できる二次的データ捕獲コンポーネ
ントを備えた、請求項５６に記載のカメラ。
【請求項５８】
　前記情報の少なくとも一部分を含んでいて、前記選択された視覚像に直接関係した意図
された最終的映像を表わす少なくとも１つの複合映像を形成するためのコンピュータデー
タ変換アプリケーションを更に備えた、請求項５６に記載のカメラ。
【請求項５９】
　単一の共有光源から導出される視覚像情報に関係した個別のデータ出力を発生するため
の２つのコンポーネントを有するハイブリッドカメラと、
　意図された最終的映像の個別部分を順次に捕獲するように動作できる位置可変映像捕獲
モジュールと、
　前記映像捕獲モジュールにより発生される映像データを少なくともファクタ化して、前
記個別部分についての前記モジュールの複数の捕獲から複合映像を生成するようにコンピ
ュータで動作できるデータ変換器と、
を備えたシステム。
【請求項６０】
　単一の共有光源から導出される視覚像情報に関係した個別のデータ出力を発生するため
の２つのコンポーネントを有するハイブリッドカメラと、
　前記光源から導出された視覚像情報の個別の部分を少なくとも１つの光感知映像捕獲コ
ンポーネントへ順次に中継するように動作できる少なくとも１つの位置可変光学的コンポ
ーネントと、
　前記捕獲コンポーネントにより発生される映像データを少なくともファクタ化して、前
記個別部分についての前記捕獲コンポーネントの複数の捕獲から複合映像を生成するよう
にコンピュータで動作できるデータ変換器と、
を備えたシステム。
【請求項６１】
　単一の共有光源から導出される視覚像情報に関係した個別のデータ出力を発生するため
の２つのコンポーネントを備えたハイブリッドカメラと、
　前記光源から導出された視覚像情報の個別部分を少なくとも１つの光感知映像捕獲コン
ポーネントへ順次に中継するように動作できる少なくとも１つの位置可変光学的コンポー
ネントと、
　意図された最終的映像の個別部分を、前記光学的コンポーネントにより中継される前記
視覚像情報と選択的にタンデムに順次に捕獲するよう動作できる選択的位置可変映像捕獲
モジュールと、
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　このモジュールによって発生される映像データを少なくともファクタ化して、前記個別
部分についての前記モジュールの複数の捕獲から複合映像を生成するようにコンピュータ
で動作できるデータ変換器と、
を備えたシステム。
【請求項６２】
　単一の初期映像捕獲よりも選択的に高い解像度の最終的映像を生成することに向かって
映像を捕獲するための方法において、
　選択された視覚像に関係した光刺激に対して電子的カメラ捕獲モジュールの位置を変更
するステップであって、そのモジュールが取り得る２つ以上の位置においてそのモジュー
ルの光感知領域と少なくとも同程度の大きさの選択されたエリアに前記光刺激が作用する
ようなステップと、
　意図された最終映像の一部分を表わす前記光刺激を、選択された映像情報出力形式のも
のである情報へと変換するステップと、
　前記意図された最終的映像を表わす少なくとも１つの複合映像を形成するためのコンピ
ュータデータ変換アプリケーションで前記情報の少なくとも一部分を分析するためのステ
ップと、
を備えた方法。
【請求項６３】
　前記複合映像は、その複合映像の任意の１つに対し、前記モジュールの潜在的な合計映
像情報出力に、捕獲された映像部分の数を乗算した程度のものを実施する、請求項６２に
記載の方法。
【請求項６４】
　前記光刺激に対して前記モジュールを選択された回数で移動し、そして前記複合映像の
全ての部分が個々に捕獲されて中継された後に前記モジュールを元の捕獲位置に戻すこと
のできる電子モータを準備するステップを更に備えた、請求項６２に記載の方法。
【請求項６５】
　前記選択されたエリアのサイズは、前記モジュールの光感知領域のサイズと、映像部分
捕獲の数及び配置とに直接関係され、そして前記選択されたエリアのサイズは、前記意図
された最終的映像を表わす単一の複合映像の全ての部分の捕獲エリアの合計サイズに関係
される、請求項５７に記載の方法。
【請求項６６】
　前記選択されたエリアのサイズは選択的に可変である、請求項６５に記載の方法。
【請求項６７】
　前記モジュールの前記位置を変化させることは、間欠的に行なう、請求項６５に記載の
方法。
【請求項６８】
　前記複合映像を、前記意図された最終的映像のシームレスバージョンとして前記アプリ
ケーションでアッセンブルし、前記モジュールにより与えられない二次的データアスペク
トを更にファクタ化して、前記複合映像内では得られないシフト映像アスペクトの情報に
対して前記情報を変更することを含み、前記二次的データアスペクトは、前記複合映像部
分捕獲の少なくとも幾つかの選択的に区別されるゾーンの少なくとも幾つかのモジュール
ポジショニングアスペクトを、前記モジュールにより与えられる情報より頻繁にサンプリ
ングする、請求項６２に記載の方法。
【請求項６９】
　前記複合映像は、キーフレームとして選択的に機能して、潜在的に高い解像度の最終的
映像を与えることにより多数の映像を通知し、前記高い解像度の最終的映像は、前記意図
された最終的映像を表わす前記キーフレームの多数の映像部分捕獲の関数として生じる、
請求項６２に記載の方法。
【請求項７０】
　前記二次的データアスペクトは、第２像形成コンポーネントであり、前記光刺激は、前
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記光刺激が前記モジュールに作用するのと実質的に同時に前記コンポーネントに選択的に
与えられる、請求項６８に記載の方法。
【請求項７１】
　実質的に同時に与えられる前記光刺激は、前記意図された最終的映像に関係した同じ視
覚像を実施する同じオリジナル光刺激から同じ１秒の時間内に前記モジュール及び二次的
データアスペクトの少なくとも両方が映像情報を発生することを含む、請求項７０に記載
の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、像形成に係り、より詳細には、視覚像を捕獲して、当該映像の解像度を高め
るための映像操作選択肢を与えると共に、デジタル映像捕獲の質を高めるための装置、シ
ステム又は方法により捕獲できるデータの各観点の価値を最大にすることに係る。本発明
は、更に、部分的映像を順次に変更して１つ以上の映像捕獲ゾーンへ搬送するための光学
的アッセンブリを使用して当該映像の解像度を高めるシステム、装置又は方法に係る。
【０００２】
　関連出願へのクロスレファレンス：本出願は、次の特許出願をベースとし、その優先権
を主張するものである。２００５年１０月１６日に出願された“A METHOD, SYSTEM AND A
PPARATUS FOR INCREASING QUALITY OF DIGITAL IMAGE CAPTURE”と題する米国プロビジョ
ナル特許出願第６０／７２７，５３８号；２００５年１０月３１日に出願された“A METH
OD, SYSTEM AND APPARATUS FOR INCREASING QUALITY AND EFFICIENCY OF FILM CAPTURE W
ITHOUT CHANGE OF FILM MAGAZINE POSITION”と題する米国プロビジョナル特許出願第６
０／７３２，３４７号；２００５年１１月２２日に出願された“DUAL FOCUS”と題する米
国プロビジョナル特許出願第６０／７３９，１４２号；２００５年１１月２５日に出願さ
れた“SYSTEM AND METHOD FOR VARIABLE KEY FRAME FILM GATE ASSEMBLAGE WITHIN HYBRI
D CAMERA ENHANCING RESOLUTION WHILE EXPANDING MEDIA EFFICIENCY”と題する米国プロ
ビジョナル特許出願第６０／７３９，８８１号；及び２００５年１２月１５日に出願され
た“A METHOD, SYSTEM AND APPARATUS FOR INCREASING QUALITY AND EFFICIENCY OF (DIG
ITAL) FILM CAPTURE”と題する米国プロビジョナル特許出願第６０／７５０，９１２号。
それらの全内容を参考としてここに援用する。
【０００３】
　本出願は、更に、次の特許出願をそのまま参考としてここに援用する。２００６年８月
２５日に出願された“SYSTEM, METHOD AND APPARATUS FOR CAPTURING AND SCREENING VIS
UAL FOR MULTI-DIMENSIONAL DISPLAY (ADDITIONAL DISCLOSURE)”と題する米国特許出願
第１１／５１０，０９１号；２００５年８月２５日に出願された米国プロビジョナル特許
出願第６０／７１１，３４５号、２００５年８月２５日に出願された米国プロビジョナル
特許出願第６０／７１０，８６８号、及び２００５年８月２９日に出願された米国プロビ
ジョナル特許出願第６０／７１２，１８９号の利益を主張する米国非プロビジョナル特許
出願；２００６年７月２７日に出願された“SYSTEM, APPARATUS AND METHOD FOR CAPTURI
NG AND SCREENING VISUAL IMAGES FOR MULTI-DIMENSIONAL DISPLAY”と題する米国特許出
願第１１／４９５，９３３号；２００５年７月２７日に出願された米国プロビジョナル特
許出願第６０／７０２，９１０号の利益を主張する米国非プロビジョナル特許出願；２０
０６年７月２４日に出願された“SYSTEM, APPARATUS AND METHOD FOR INCREASING MEDIA 
STORAGE CAPACITY”と題する米国特許出願第１１／４９２，３９７号；２００５年７月２
２日に出願された米国プロビジョナル特許出願第６０／７０１，４２４号の利益を主張す
る米国非プロビジョナル特許出願；２００６年６月２１日に出願された“A METHOD, SYST
EM, AND APPARATUS FOR EXPOSING IMAGES ON BOTH SIDES OF CELLOID OR OTHER PHOTO SE
NSITIVE BEARING MATERIAL”と題する米国特許出願第１１／４７２，７２８号；及び２０
０５年６月２１日に出願された米国プロビジョナル特許出願第６０／６９２，５０２号の
利益を主張する米国非プロビジョナル特許出願。それらの全内容は、そのままここに援用
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する。本出願は、更に、次の特許出願をそのまま参考としてここに援用する。２００６年
７月６日に出願された“SYSTEM AND METHOD FOR CAPTURING VUSUAL DATA AND NON-VISUAL
 DARA FOR MULTIDIMENSIONAL IMAGE DISPLAY”と題する米国特許出願第１１／４８１，５
２６号；２００６年６月２２日に出願された“SYSTEM AND METHOD FOR DIGITAL FILM SIM
ULATION”と題する米国特許出願第１１／４７３，５７０号；２００６年６月２１日に出
願された“SYSTEM AND METHOD FOR INCREASING EFFICIENCY AND QUALITY FOR EXPOSING I
MAGES ON CELLULOID OR OTHER PHOTO SENSITIVE MATERIAL”と題する米国特許出願第１１
／４７２，７２８号；２００６年６月５日に出願された“MULTI-DIMENSIONAL IMAGING SY
STEM AND METHOD”と題する米国特許出願第１１／４４７，４０６号；及び２００６年４
月２０日に出願された“SYSTEM AND METHOD TO SIMULATE FILM OR OTHER IMAGING MEDIA
”と題する米国特許出願第１１／４０８，３８９号。それらの全内容は、そのままここに
援用する。
【背景技術】
【０００４】
　デジタル時代及びそれ以前における像形成の重要な目標は、捕獲され、記憶され及び／
又は送信される映像に関連した全データ負荷を変更することであった。デジタル圧縮は、
通常、他のファクタの中でも、意図された表示ハードウェア、予想される平均的な人間の
視覚的印象の組み合せに基づき、許容範囲を越えて像形成結果を変更することなくデータ
量を操作することを専門とする独自の産業である。更に、電子的に捕獲される投影を映画
、ＴＶ、又は他の意図された表示開催に制限することは、表示及び像形成技術が非常に高
いレベルのデータ管理潜在性及び要求へと進むので、解像度及び利用可能なデータの限界
の退行が避けられない。この技術では、デジタル創作システムの融通性を利用して映像を
変更し向上させながら、デジタル映像又はフィルム映像の質を維持するための改良された
システム及び方法が要望される。現在、カメラ又は電子的カメラ捕獲モジュールから審美
的に優れた視覚像を与えて、デジタル映像捕獲の質を高める全デジタル創作システムを与
えるシステムも装置も方法も存在しない。現在のシステムで、映像デジタル化コンポーネ
ントの捕獲容量を高めるものはなく、むしろ、従来の捕獲装置を使用し、複数の最終映像
の解像度アップ(up-resing)に使用するための潜在的に極端な解像度を実施する複合キー
「レファレンス」フレームを与えている。
【発明の開示】
【０００５】
　本発明は、デジタル映像捕獲の質を高めるための装置、システム又は方法に係る。像形
成を行い、より詳細には、視覚像を捕獲して、映像操作選択肢を与え、これを利用して、
当該映像の解像度を、従来の捕獲「チップ」又はカメラにより与えられる数倍のレベルに
高めることができる。
【０００６】
　電子カメラ捕獲モジュールにおいて、選択された視覚像に関係した光刺激に対してこの
モジュールの位置を変化させるメカニズムを備え、前記光刺激は、前記モジュールが取り
得る２つ以上の位置において前記モジュールの光感知領域と少なくとも同程度の大きさの
選択されたエリアに影響し、前記モジュールは、更に、意図された最終映像の一部分を表
わす光刺激を、選択された映像情報出力形式のものである情報へと変換するように動作す
ることができ、そして更に、前記情報の少なくとも一部分を含ませて、意図された最終的
映像を表わす少なくとも１つの複合映像を形成するためのコンピュータデータ変換アプリ
ケーションを備えた電子カメラ捕獲モジュールが提供される。このモジュールは、複合映
像の任意の１つに対し、このモジュールの潜在的な合計映像情報出力に、捕獲された映像
部分の数を乗算したものをほぼ実施する複合映像を発生することができる。１つの態様に
おいて、前記コンピュータデータ変換アプリケーションは、前記複合映像を、意図された
最終的映像のシームレスバージョンとしてアッセンブルするように動作し、このモジュー
ルにより与えられない二次的データアスペクトを更にファクタ化して、複合映像内では得
られないシフト映像アスペクトの情報に対して前記情報を変更し、前記二次的データアス
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ペクトは、複合映像部分捕獲の少なくとも幾つかの選択的に区別されるゾーンの少なくと
も幾つかのモジュールポジショニングアスペクトを、モジュールにより与えられる情報よ
り頻繁にサンプリングする。前記二次的データアスペクトは、第２の像形成コンポーネン
トであって、前記光刺激がこのモジュールに影響を及ぼすときに前記光刺激が実質的に同
時にそのコンポーネントに選択的に与えられる。
【０００７】
　部分的レンズ映像の部分を順次に変更して少なくとも１つの映像捕獲ターゲットゾーン
へ搬送するための光学的アッセンブリにおいて、移動光学的エレメントを備え、その位置
は、該エレメントにより少なくとも部分的に搬送される光源に対する前記アッセンブリの
関数として物理的にシフトされ、この位置のシフトにより、前記部分的レンズ映像の部分
が少なくとも１つの映像捕獲ターゲットゾーンへ順次に中継され、そして前記アッセンブ
リは、単一の意図された最終的映像を表わす単一の複合映像の生成に関係した多数の映像
捕獲のための視覚像情報を与えるようにした光学的アッセンブリが提供される。１つの態
様において、前記ターゲットゾーンの少なくとも一部分は、前記部分的レンズ映像の部分
に関係した光源に対する刺激を受けるように動作し且つそのような状態にされた電子的映
像捕獲装置を含む。前記映像捕獲装置とタンデムに動作し、そして少なくとも１つの意図
された最終的映像のコンピュータアッセンブル中に前記部分的レンズ映像の部分の捕獲に
関係した情報に対して少なくとも後続変更を遂行するための情報を与えるデータ発生コン
ポーネントが設けられる。前記光学的アッセンブリは、更に、前記レンズ映像を前記移動
光学的エレメントに通す前に前記レンズ映像を個別の像形成コンポーネントへ中継して、
前記部分的レンズ映像の部分がタンデムに構成するところの完全な意図された映像を少な
くともフレーミングに対して表わす捕獲に向かわせる映像転向コンポーネントを備え、前
記個別の像形成コンポーネントにより発生される情報は、選択された映像アスペクトの、
互いの位置の変化を少なくとも通知し、そして発生される情報は、前記部分的レンズ映像
の部分に関係した捕獲からは与えられないデータを与える。
【０００８】
　部分的映像の部分を順次に変更して少なくとも１つの映像捕獲ターゲットゾーンへ搬送
するための電磁放射屈折アッセンブリにおいて、移動電磁放射屈折エレメントを備え、そ
の位置は、該エレメントにより少なくとも部分的に搬送される光源に対する前記アッセン
ブリの関数として物理的にシフトされ、前記位置の前記シフトにより、前記部分的電磁放
射屈折アッセンブリの部分的映像の部分が少なくとも１つの映像捕獲ターゲットゾーンへ
順次に中継され、そして前記アッセンブリは、単一の意図された最終的映像を表わす単一
の複合映像の生成に関係した多数の映像捕獲のための視覚像情報を与えるようにした電磁
放射屈折アッセンブリが提供される。１つの態様において、前記エレメントは、メタマテ
リアル及び／又は磁気レンズである。屈折エレメントは、例えば、電子ビーム又は他の粒
子ビームを収束する。放射源は、マイクロ波、赤外線、又はＸ線を含むが、これに限定さ
れない。１つの態様において、前記エレメントは、物理的にシフトされず、部分的映像の
部分が少なくとも１つの映像捕獲ターゲットゾーンへ順次に中継されるように電磁放射屈
折アッセンブリの電磁特性を変更することによりシフトされる。
【０００９】
　電磁放射屈折アッセンブリは、電磁放射、例えば、マイクロ波から可視光線、Ｘ線まで
の電磁周波数を像形成することのできるメタマテリアルベースの「レンズ」又は装置を包
含する。電磁放射屈折アッセンブリは、無線、赤外線又はＸ線望遠鏡観測を像形成するの
に使用できる。
【００１０】
　部分的捕獲の映像情報部分の少なくとも幾つかをファクタ化して、少なくとも１つの像
形成モジュールにより最初に捕獲された部分的捕獲の映像情報部分から少なくとも１つの
シームレスな複合映像を形成するコンピュータデータ変換アプリケーションを備えたコン
ピュータ読み取り可能な媒体が提供される。コンピュータ読み取り可能な媒体は、更に、
部分的捕獲映像情報の部分内に表わされた選択的に区別された映像アスペクトの変化部分
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に関係した情報を捕獲し、記憶するためのデータ収集コンポーネントを備えることができ
、このデータ収集コンポーネントは、意図された全最終映像の全体の少なくとも１つのア
スペクトを、中継される部分の任意の１つより頻繁にサンプリングする。
【００１１】
　部分的捕獲の映像情報の少なくとも幾つかをファクタ化して、電子的捕獲モジュールに
より最初に捕獲された部分的捕獲の映像情報部分から少なくとも１つのシームレスな複合
映像を形成するコンピュータデータ変換アプリケーションを備え、複合映像がそのコンピ
ュータデータ変換アプリケーションにより更に使用されて、最初に生成された複合映像か
ら変化し得る複合映像の後続バージョンを生成し、この後続バージョンを、部分的捕獲映
像情報の創作中に取得される二次的情報により与えられる変更インストラクションによっ
て少なくとも一部分生成するように変更されたコンピュータ読み取り可能な媒体が提供さ
れる。
【００１２】
　選択された視覚像に関係した光刺激に対して位置を変化させるように動作できる電子的
カメラ捕獲モジュールを備え、前記光刺激は、そのモジュールが取り得る２つ以上の位置
において少なくともモジュールの光感知領域と同程度にカメラ内部の選択されたエリアに
影響を及ぼし、前記モジュールは、意図された最終映像の一部分を表わす光刺激を、選択
された映像情報出力形式のものである情報へと変換するように動作することができ、そし
て更に、前記情報の少なくとも一部分を含んでいて、前記選択された視覚像に直接関係し
た意図された最終的映像を表わす少なくとも１つの複合映像を形成するためのコンピュー
タデータ変換アプリケーションを備えたカメラが提供される。
【００１３】
　捕獲の前にレンズ映像に作用する光学的アッセンブリを備え、最終的映像として意図さ
れた全フレーム視覚像が少なくとも１つの移動光学エレメントによって断片化され、前記
エレメントは、視覚像の選択された部分をカメラ内の少なくとも１つの捕獲装置へ順次に
搬送するように動作でき、該装置が、それら部分内に実施される全フレーム視覚像の全体
に関係した少なくとも情報を受信するようにしたカメラが提供される。このカメラは、更
に、捕獲された部分から生成される複合映像のアスペクトに作用するように使用して、選
択された数の変更された後続最終映像を、カメラによる前記部分の捕獲によって発生され
る利用可能な捕獲複合映像間に生じるように生成することに向けて、全フレーム視覚像に
関係した選択的に区別される映像アスペクトの位置のシフトに関係した少なくとも電子情
報をサンプルしそして与えるように動作できる二次的データ捕獲コンポーネントを備える
ことができる。１つの態様において、このカメラは、更に、前記情報の少なくとも一部分
を含んでいて、前記選択された視覚像に直接関係した意図された最終的映像を表わす少な
くとも１つの複合映像を形成するためのコンピュータデータ変換アプリケーションを備え
ている。
【００１４】
　単一の共有光源から導出される視覚像情報に関係した個別のデータ出力を発生するため
の２つのコンポーネントを有するハイブリッドカメラと、意図された最終映像の個別部分
を順次に捕獲するように動作できる位置可変映像捕獲モジュールと、映像捕獲モジュール
により発生される映像データを少なくともファクタ化して、個別部分についてのモジュー
ルの複数の捕獲から複合映像を生成するようにコンピュータで動作できるデータ変換器と
を備えたシステムが提供される。
【００１５】
　１つの態様において、単一の共有光源から導出される視覚像情報に関係した個別のデー
タ出力を発生するための２つのコンポーネントを有するハイブリッドカメラと、光源から
導出された視覚像情報の個別の部分を少なくとも１つの光感知映像捕獲コンポーネントへ
順次に中継するように動作できる少なくとも１つの位置可変光学的コンポーネントと、前
記モジュールにより発生される映像データを少なくともファクタ化して、個別部分につい
てのモジュールの複数の捕獲から複合映像を生成するようにコンピュータで動作できるデ



(13) JP 2009-512396 A 2009.3.19

10

20

30

40

50

ータ変換器と、を備えたシステムが提供される。
【００１６】
　別の態様において、単一の共有光源から導出される視覚像情報に関係した個別のデータ
出力を発生するための２つのコンポーネントを有するハイブリッドカメラと、光源から導
出された視覚像情報の個別部分を少なくとも１つの光感知映像捕獲コンポーネントへ順次
に中継するように動作できる少なくとも１つの位置可変光学的コンポーネントと、意図さ
れた最終的映像の個別部分を、前記光学的コンポーネントにより中継される視覚像情報と
選択的にタンデムに順次に捕獲するよう動作できる選択的位置可変映像捕獲モジュールと
、このモジュールにより発生される映像データを少なくともファクタ化して、個別部分に
ついてのモジュールの複数の捕獲から複合映像を生成するようにコンピュータで動作でき
るデータ変換器と、を備えたシステムが提供される。
【００１７】
　全フレーム高解像度映像を捕獲するための方法において、選択された視覚像に関係した
光刺激に対して電子的カメラ捕獲モジュールの位置を変更するステップであって、そのモ
ジュールが取り得る２つ以上の位置においてそのモジュールの光感知領域と少なくとも同
程度の大きさの選択されたエリアに前記光刺激が影響を及ぼすようなステップと、意図さ
れた最終映像の一部分を表わす光刺激を、選択された映像情報出力形式のものである情報
へと変換するステップと、意図された最終的映像を表わす少なくとも１つの複合映像を形
成するためのコンピュータデータ変換アプリケーションで前記情報の少なくとも一部分を
分析するステップと、を備えた方法が提供される。１つの態様において、前記複合映像は
、その複合映像の任意の１つに対し、前記モジュールの潜在的な合計映像情報出力に、捕
獲された映像部分の数を乗算したものをほぼ実施する。前記方法は、更に、複合映像を、
意図された最終的映像のシームレスバージョンとして前記アプリケーションでアッセンブ
ルし、前記モジュールにより与えられない二次的データアスペクトを更にファクタ化して
、複合映像内では得られないシフト映像アスペクトの情報に対して前記情報を変更するこ
とを含み、前記二次的データアスペクトは、複合映像部分捕獲の少なくとも幾つかの選択
的に区別されるゾーンの少なくとも幾つかのモジュールポジショニングアスペクトを、前
記モジュールにより与えられる情報より頻繁にサンプリングする。
【００１８】
　本発明を例示する目的のために、本発明は、ここに示す正確な構成及び手段に限定され
るものではないことを理解されたい。本発明の特徴及び効果は、添付図面を参照した以下
の詳細な説明から明らかとなろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　本発明は、デジタル映像捕獲の質を高めるための装置、システム又は方法により捕獲で
きるデータの各アスペクトの価値を最大にすることに向けられる。本発明の装置、システ
ム又は方法は、おそらく全体の一部分に対して使用される不必要に大きなデータ記憶装置
を減少し、そして既存の補助的カメラシステムに関係した選択肢を拡張することができる
。又、本発明の実施形態は、カメラシステムに対して新規な機能範囲を与え、馴染み易い
カメラ設計の大半の再構成を必ずしも要求するものではない。
【００２０】
　高い解像度の「キーフレーム」に関連して順次に捕獲される複数の後続映像に解像度を
付与できる単一映像／秒（例えば）を与えることにより、例えば、著しく低い全映像デー
タ／「秒」を捕獲する本発明の解決策は、一種の「圧縮防止」を許す。典型的に、大きな
データ量が捕獲され、映像データに対するその後の「圧縮」治療でほとんどが破棄される
。ここでは、映像データは、現在の映像システムの表示容量をおそらく何倍も上回る質で
２４ｆｐｓの映像データに向かって実際の臨界情報を与える。従って、映画及びホームデ
ィスプレイの絶えず成長する表示容量に対する解像度アップ(upresing)は、本発明によれ
ば、非常に高い解像度(res)の複合キーフレーム、例えば、時間と共にセグメントで捕獲
される単一映像であって、映画の馴染み易いビデオ助成資料や、厳密なフレームレファレ



(14) JP 2009-512396 A 2009.3.19

10

20

30

40

50

ンスのための映画レンズによるビデオ付属捕獲のような全フレーム捕獲により通知される
もの、又は他の全フレーム映像アスペクトポジショニングレファレンスサンプリング手段
により通知されるものにより、潜在的に数年のオプションである。例えば、その１秒の捕
獲時間中に左から右へ花が咲くときには、２４個の全フレーム捕獲が、花のつぼみのシフ
ト位置に関係した必要な「ワイヤフレーム」情報を与え、これらの２４個の全フレーム捕
獲に関係した「キーフレーム」に膨大な量のデータを再配置し、ここで、同じつぼみが、
捕獲されるデータの解像度及び量の２４倍で表わされて発生し、データチップのような全
像形成コンポーネントは、そのつぼみのみを捕獲するよう決定され、これは、例えば、全
フレーム映像の全体の１／２４に過ぎず、その後、繰り返しの順次キーフレーム「モザイ
ク／複合」捕獲プロセスで決定される絵の次の１／２４を補足するように進む。
【００２１】
　本発明は、デジタル映像捕獲の質を高めるための装置、システム、又は方法に係る。像
形成、より詳細には、視覚像を捕獲して、映像操作選択肢を与えることを利用して、当該
映像の解像度を高めることができる。電子カメラ捕獲モジュールにおいて、選択された視
覚像に関係した光刺激に対してこのモジュールの位置を変化させるメカニズムを備え、前
記光刺激は、前記モジュールが取り得る２つ以上の位置において前記モジュールの光感知
領域と少なくとも同程度の大きさの選択されたエリアに影響し、前記モジュールは、更に
、意図された最終映像の一部分を表わす光刺激を、選択された映像情報出力形式のもので
ある情報へと変換するように動作することができ、そして更に、前記情報の少なくとも一
部分を含ませて、意図された最終的映像を表わす少なくとも１つの複合映像を形成するた
めのコンピュータデータ変換アプリケーションを備えた電子カメラ捕獲モジュールが提供
される。部分的レンズ映像の部分を順次に変更して少なくとも１つの映像捕獲ターゲット
ゾーンへ搬送するための光学的アッセンブリにおいて、移動光学的エレメントを備え、そ
の位置は、該エレメントにより少なくとも部分的に搬送される光源に対する前記アッセン
ブリの関数として物理的にシフトされ、この位置のシフトにより、前記部分的レンズ映像
の部分が少なくとも１つの映像捕獲ターゲットゾーンへ順次に中継され、そして前記アッ
センブリは、単一の意図された最終的映像を表わす単一の複合映像の生成に関係した多数
の映像捕獲のための視覚像情報を与えるようにした光学的アッセンブリが提供される。全
フレーム高解像度映像を捕獲するための方法において、選択された視覚像に関係した光刺
激に対して電子的カメラ捕獲モジュールの位置を変更するステップであって、そのモジュ
ールが取り得る２つ以上の位置においてそのモジュールの光感知領域と少なくとも同程度
の大きさの選択されたエリアに前記光刺激が影響を及ぼすようなステップと、意図された
最終映像の一部分を表わす光刺激を、選択された映像情報出力形式のものである情報へと
変換するステップと、意図された最終的映像を表わす少なくとも１つの複合映像を形成す
るためのコンピュータデータ変換アプリケーションで前記情報の少なくとも一部分を分析
するステップと、を備えた方法が提供される。
【００２２】
　捕獲の前にレンズ映像に作用する光学的アッセンブリを備え、最終的映像として意図さ
れた全フレーム視覚像が少なくとも１つの移動光学エレメントによって断片化され、前記
エレメントは、視覚像の選択された部分をカメラ内の少なくとも１つの捕獲装置へ順次に
搬送するように動作でき、該装置が、それら部分内に実施される全フレーム視覚像の全体
に関係した少なくとも情報を受信するようにしたカメラが提供される。
【００２３】
　部分的映像の部分を順次に変更して少なくとも１つの映像捕獲ターゲットゾーンへ搬送
するための電磁放射屈折アッセンブリにおいて、移動電磁放射屈折エレメントを備え、そ
の位置は、該エレメントにより少なくとも部分的に搬送される光源に対する前記アッセン
ブリの関数として物理的にシフトされ、前記位置の前記シフトにより、前記部分的電磁放
射屈折アッセンブリの部分的映像の部分が少なくとも１つの映像捕獲ターゲットゾーンへ
順次に中継され、そして前記アッセンブリは、単一の意図された最終的映像を表わす単一
の複合映像の生成に関係した多数の映像捕獲のための視覚像情報を与えるようにした電磁
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放射屈折アッセンブリが提供される。１つの態様において、前記エレメントは、メタマテ
リアル及び／又は磁気レンズである。屈折エレメントは、例えば、電子ビーム又は他の粒
子ビームを収束する。放射源は、マイクロ波、赤外線、又はＸ線を含むが、これに限定さ
れない。１つの態様において、前記エレメントは、物理的にシフトされず、部分的映像の
部分が少なくとも１つの映像捕獲ターゲットゾーンへ順次に中継されるように電磁放射屈
折アッセンブリの電磁特性を変更することによりシフトされる。
【００２４】
　電磁放射屈折アッセンブリは、電磁放射、例えば、マイクロ波から可視光線、Ｘ線まで
の電磁周波数を像形成することのできるメタマテリアルベースの「レンズ」又は装置を包
含する。電磁放射屈折アッセンブリは、無線、赤外線又はＸ線望遠鏡観測を像形成するの
に使用できる。
【００２５】
　本発明は、当然変化し得る特定の方法、装置又はシステムに限定されないことを理解さ
れたい。又、ここに使用する用語は、特定の実施形態を説明するためのものに過ぎず、そ
れに限定されるものではないことも理解されたい。又、明細書及び特許請求の範囲で使用
する単数形態“ａ”、“ａｎ”及び“ｔｈｅ”は、特に明確な指示のない限り、複数形態
も指すものとする。従って、例えば、「１つの容器」は、２つ以上の容器の組み合せ、等
も包含する。
【００２６】
　量、時間巾、等の測定可能な値を指すときに使用する「約(about)」という語は、指定
値から±２０％又は±１０％、より好ましくは±５％、更に好ましくは±１％、そして尚
更に好ましくは±０．１％の変動を包含することを意味する。というのは、このような変
動は、ここに開示する方法を遂行するのに適したものだからである。
【００２７】
　特に定義のない限り、ここに使用する全ての技術的及び科学的用語、又は学術用語は、
本発明に係る当業者が共通に理解する同じ意味をもつものとする。ここに述べるものと同
様の又は同等の方法又は材料を使用しても、本発明を実施することができる。本発明の説
明及び請求項において、次の用語が使用される。ここに使用する「モジュール」は、一般
に、本発明の有効性に貢献する１つ以上の個別のコンポーネントを指す。モジュールは、
機能すべき１つ以上の他のモジュールを動作し又はそれに依存することができる。
【００２８】
　「複合映像」とは、本発明の解像度の引き上げで複合映像から導出される意図された最
終映像を生じさせるように、特定シーケンスでアッセンブルしたときに、複合プロセスの
潜在的に独特の属性を実施する希望の視覚像のバージョンを再生成する個別の小さな映像
より成る希望の視覚像全体を表わす映像を指す。
【００２９】
　「意図された最終的映像」とは、捕獲映像の「ライブエリア」としても知られているそ
の後の完成及び表示に対するカメラ映像の意図された部分の、システム、方法又はコンポ
ーネントのユーザの審美的選択又は写真「フレーミング」を指す。
【００３０】
　「映像捕獲ゾーン」とは、希望の映像情報を実施するカメラに入る光が中継され及び／
又は収束されるところのカメラ内の平面又は他のエリア（１つ又は複数）を指す。このエ
リアは、典型的に、捕獲装置のサイズ及び／又は捕獲の潜在性に基づいて小さなサイズで
あるか又は大きなサイズである。ここでは、捕獲装置が、大きな映像の一部分に関係した
多数の捕獲を取得するように移動するので、映像捕獲ターゲットゾーンは、全レンズ作用
及び／又は映像取得ハードウェアに潜在的に極めて大きく影響し得る。
【００３１】
　「レンズ映像」とは、映像又は光刺激を指し、例えば、既存のレンズ又は他の光伝送手
段により与えられる映像、或いは映像受像媒体及び素子を光又は他の刺激に露出させ、表
示可能な最終映像をレンダリングする焦点となるものにより与えられる映像を指す。
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【００３２】
　「電子的カメラ捕獲モジュールの光感知領域」とは、ＣＣＤデバイス、例えば、カメラ
の捕獲チップ、或いは他の構成の電子的に付勢される光反応サンプリング装置の実際の光
サンプリング平面又はその他構成された表面を指す。希望の最終映像は、選択された視覚
像のこの特定のフレーミング／コンポーズを意図されたディスプレイシステムに適切に表
示させるように最終的な情報の発生を許すために、このようなチップ及び映像受像装置の
光サンプリングゾーン内に明確に生じるよう少なくとも訓練されねばならない。
【００３３】
　「コンピュータデータ変換アプリケーション」とは、選択された基準に基づくデータ、
及びしばしば、少なくとも１つの付加的なデータストリームに、選択された所定の変更／
変換を課するために特に生成されたソフトウェアを指す。ここで、このアプリケーション
は、少なくとも、全視覚像の適切な「モザイク」又はパズルバージョンへとシームレスに
複合化するようにこのアプリケーションが動作し得る映像に関係した映像データを含む。
更に、ここでの構成は、このように生成されるモザイク又は複合映像に対する調整を通知
する補助的データを含み、この補助データにより与えられ、複合映像部分の捕獲中にこの
目的で（少なくとも一部分）且つ協働して収集される非常にデータリッチな複合映像及び
より現在の映像アスペクトポジショニングデータの属性を実施する複数の付加的な最終映
像を与えることができる。
【００３４】
　「映像部分の捕獲」又は「捕獲された映像部分」とは、単一の複合映像としてその後の
再生成のためにこれら映像部分の各々（各部分はモザイクフロア設計における単一タイル
に類似している）を時間と共に個々に捕獲する捕獲装置（１つ又は複数）へ中継するため
に、全映像を、選択的拡大及びオフセット「部片」へと順次に断片化することを指す。
【００３５】
　「キーフレーム」とは、映像又は映像情報の「フレーム」を指し、例えば、キーフレー
ムに貢献する情報の捕獲中に取得された他の情報を使用したりしなかったりして、その後
の最終的映像に作用し及び／又はそれを外挿するのに使用されるデジタルデータを指す。
アニメーションは、キーフレームを使用して、キーフレーム間に後続フレームを推定し、
全労力集中（ハンドメイドされる）キーフレームの数を最小にすることが知られている。
ここでは、キーフレームは、複合化映像であり、そしてキーフレームから導出される後続
フレームが変更され、その変化は、更に別の実施形態では、複合／キーフレーム映像捕獲
の時間に取得される第２データ記憶によって少なくとも一部分通知され、より詳細には、
シフトするが複合フレーム捕獲システムにより記録されない映像細部のポジショニングに
関係した情報を与える。というのは、１つの部分が捕獲される間に別の部分の映像細部が
シフトし、その捕獲装置によって記録されないからである。従って、二次装置は、オリジ
ナルキーフレームの全解像度を各々もつシームレスな最終的映像を通知するために臨界デ
ータを与えてもよいし、又は付加的な特性のためのデータを与えてもよい。
【００３６】
　「全フレーム捕獲」とは、大きな映像の部分から順次に情報を発生するように設計され
た１つの捕獲装置を指す。その大きな映像又は意図された最終的映像は、最終的な表示に
望まれる視覚像のフレーミング及び／又はコンポーズである。同じカメラ内の映像部分捕
獲アッセンブリとタンデムに機能する第２の映像捕獲装置のここでの構成は、同じカメラ
レンズ（好ましくは）から転向される光を受け取り、そしてその視覚像を、意図された全
最終的視覚像の全体、又はユーザが表示しようとする映像の「ライブエリア」を反映する
単一映像捕獲として捕獲する。映像部分の捕獲が複合キーフレームへと再アッセンブルさ
れると、それらも、この選択された映像フレーミング結果を反映しなければならない。
【００３７】
　映像データを最大にするためのカメラ、装置及びシステム：
　本発明は、捕獲できるデータの各アスペクトの価値を最大にし、それら全体のおそらく
一部分に使用される不必要に大きなデータ記憶装置を減少し、且つ既存の補助的カメラシ
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ステムに関係した選択肢を拡張して、カメラシステムに対する新規な機能範囲を与え、従
って、馴染み易いカメラ設計の主要な再構成を不必要に要求しないことに向けられる。
【００３８】
　以下の例及び実施形態は、スクリーン手段、捕獲装置、及び補助的技術に基づいて現在
構成を実証している。
【００３９】
　日没のシーンが本発明のハイブリッドカメラ構成によって捕獲される。このシーンは、
ＳＯＮＹ　ＣＩＮＥ　ＡＬＴＡシステムに見られるもののような従来の又はほぼ非変更の
高鮮明度カメラレンズにより最初に捕獲された。
【００４０】
　レンズの光は、収束及びズーミング選択肢を通して搬送された後に、間欠的又は連続的
の任意設計のミラーに遭遇し、レンズの映像を、初期の捕獲レンズを通るレンズ映像から
オフセットした捕獲装置へ部分的に転向させる。この捕獲装置は、このデジタルカメラに
対して、ビデオアシストとして機能する。というのは、レンズ映像が遭遇する第２の捕獲
エレメントは、意図された最終的映像の全フレームバージョンを捕獲せず、従って、この
オフセット装置は、オペレータのための本質的な機能も満足するからである。この装置は
、全フレームの意図された最終的映像を毎秒２４個のデジタル映像で捕獲する。スチール
カメラ構成では、このエレメントは、もし存在すれば、映像部分捕獲のアスペクトを位置
的に修正して、カメラの単一の瞬間又は「クリック」をより正確に反映するのに使用する
ために単一の全フレーム映像を捕獲し、これは、例えば、「クリック」の前、その間、又
はその後に、１秒の時間全体にわたって部分の捕獲が生じるのにも関らず行なわれる。
【００４１】
　レンズ映像、又はその文字通りの部分がその初期の捕獲装置へ連続的に転向される場合
にはその残り部分は、その経路を進み続けて、移動光学エレメント、この場合は、増大、
例えば、拡大レンズ又はレンズアレーに遭遇する。このエレメントは、レンズ映像を捕獲
の前に増大し、本質的に「それにズームイン」するので、これは、固定の効果或いは選択
的及び／又は可変のオプションであり、従って、おそらくレンズアレーを伴う。
【００４２】
　拡大の程度をオペレータにより変えられるとすれば、これは、希望の最終的な最大解像
度及び／又はオペレータが望む映像データ量に基づいて映像を捕獲する構成を指示する。
焦点「ズームイン」が遠いほど、本質的に意図される最終的映像のフレームエリアをカバ
ーするために個々に捕獲しなければならないレンズ映像の部分が多くなる。副作用の一部
として、これら全ての捕獲から生じる複合又は「モザイク」映像の潜在性が、潜在的に膨
大な個々の映像情報量の複合化キーフレームと、おそらく解像度を含む典型的に得られる
潜在的利益とを発生する。
【００４３】
　本発明の構成の場合に、オペレータは、複合「３枚続き(triptych)」カメラ設定を選択
することにより、２ｋカメラ捕獲チップ（１つ又は複数）の最大捕獲潜在性を越えてカメ
ラ解像度を「３倍」にするように選択した。３又は４の部分捕獲の設定のような移動コン
ポーネントの多様性を実証すると、意図された表示比の映像比を達成するために、例えば
、プラズマディスプレイと同様の長方形の形状をもつカメラチップ（１つ又は複数）は、
この捕獲選択に応答して、９０度回転し、レンズ映像の拡大バージョンを３つの個別の垂
直捕獲として受け取り、スクリーンの視覚的に同様の部分を、左から右、左から右、又は
その何らかの変形でカバーするように、カメラによって再配置される。このカメラ構成で
は、光学系が映像「部分」の変化をこの映像受像「チップ」又は装置へ与えて、光学系が
映像サイズの変化に影響するのを許し、大きなターゲットゾーンにおける大きな全映像の
出現全体を移動チップ又は映像デジタル化装置でカバーする必要性を回避するが、これは
、プロセスのこの段階をおそらく好ましいものにし、そして光学系コンポーネントのタス
クをより好ましいものにするカメラサイズ及び光学系コンポーネントの挑戦を提起する。
【００４４】



(18) JP 2009-512396 A 2009.3.19

10

20

30

40

50

　従って、１秒の時間にわたり、この垂直に配置された長方形映像受像、例えば、光反応
のデジタル化チップは、捕獲すべき光学アレーから３つの個別の静的映像を受け取る。従
って、これらのコンポーネントは、タンデムに機能して希望の設定結果を表現するように
カメラシステムによりタイミング合わせされ、リンクされ、そして管理される。
【００４５】
　従って、レンズ映像の、拡大され及び通常オフセットされた部分をこの静的な捕獲エレ
メント／チップへ中継する移動光学アレーは、間欠的に３回移動して、チップが視覚刺激
を表わすデジタルデータをサンプリングして発生するための静止周期を与える。次いで、
３枚続きの次の「パネル」の再配置が個々のデジタル化のために中継される。
【００４６】
　３つの映像だけがこの像形成エレメントによって捕獲されるこの１秒の時間全体を通し
て、レンズ映像からオフセットされた他の映像捕獲アスペクトが従順にデジタル化されて
中継され、レンズにより捕獲された希望の最終的映像の２４個の全フレーム捕獲が記録さ
れる。又、これらの映像は、カメラユーザの全フレームカメラレファレンスとして即座に
働き、そして後で、他の映像捕獲装置により発生される３枚続き「キーフレーム」複合映
像を伴う最終的映像の変更の前に、初期編集映像として働いてもよい。
【００４７】
　時間コードジェネレータは、同じカメラハウジング内に実施されるのが好ましい個別の
映像捕獲装置により発生される協働する相互依存映像間に個別のリンクデータを与える。
製造後の変更は、１秒で捕獲される２４個のフレーム全体にわたり、少なくとも（そして
主として）、映像アスペクトの「ワイヤフレーム」データと同様の位置シフトデータに対
する全フレーム捕獲に頼るので、このようなデータが映像捕獲装置以外の装置によってサ
ンプリングされることを述べるのが重要である。更に、それらは、必ずしも「カメラ」の
一部分ではなく、「システム」を構成するマルチデータ捕獲のアスペクトでよい。
【００４８】
　ここで、捕獲の正味の結果（１秒の時間に関する）は、各々２ｋ解像度の２７個の映像
である。というのは、このバージョンの映像捕獲装置の各々は、２ｋチップ捕獲コンポー
ネントであり、チップは、３チップコンポーネントだからである。従って、これらの時間
コード映像は、互いに独特の全てのアスペクト、例えば、「３枚続き」複合の時間記録部
分に対して、記憶装置内で明確に区別される。
【００４９】
　例えば、２４ｆｐｓで捕獲された２ｋの全フレーム資料について編集が完了した後に、
４０時間のフィート数が、ここで、１時間の希望最終フィート数となる。次いで、コンピ
ュータ管理ソフトウェア、例えば、本発明にとって独特な映像データ変換プログラムには
、捕獲された全ての映像へのアクセスが与えられる。１時間のフィート数を残りから区別
すると、プログラムは、その選択された１時間の編集ダウンフィート数内の各１秒のフィ
ート数に関係した複合キーフレームを「ロード」するようにコンピュータにおいて動作す
る。
【００５０】
　次いで、コンピュータは、変換機能として全てのキーフレームに対して複合化プロセス
を遂行し、各「３枚続き」の区分間の重畳を排除し、そしてフレーミングに関して全フレ
ーム捕獲から区別できないシームレスな複合体をアッセンブルする。しかしながら、相違
が存在する。１つの大きな相違は、コンピュータがキーフレームを６ｋ映像として維持し
、「３枚続き」の各２ｋ捕獲からの全ての情報を維持することである。
【００５１】
　１秒の変換動作であるので、全フレーム捕獲は、毎秒１キーフレームで、各キーフレー
ムに関係し、それらをワイヤフレームデータに減少する。このデータの概要は、好ましく
は、システムにより与えられるパラメータ、変換プログラム動作の観点、選択された可視
映像観点、例えば、空、花弁、草の均一区分に、選択可能な詳細度及び裁量度で、従う。
【００５２】
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　キーフレームが発生された時間中にこれらエレメントがどのように位置をシフトしたか
の実際の記録で今や武装されて、又、このようなデータを記録せずに、コンピュータは、
これら位置の変化をキーフレームの各映像アスペクトに課し、次いで、後続の２３個の情
報フレームを生成して、これら２３個の各々に対する６ｋデータスレッシュホールドも維
持する。この「圧縮防止」変換は、キーフレーム内に記録されない露呈された映像アスペ
クトを識別することに関係した選択を取り扱うための選択可能なオプションを有するが、
それらは全て審美的に管理することができ、そして２ｋ映像の２４フレームが毎秒得られ
ることで視覚的にシームレスな結果が実際に実現可能となる。例えば、全映像内のこのよ
うな小さなオブジェクトのより低い解像度(res)モーメントは、より大きな全映像の真ん
中でおそらく検出不能であり、キーフレームの全データを映像アスペクトへ繰り越すとい
う利益は、問題でもミステリーでもない。
【００５３】
　この利益は、３倍の解像度の引き上げであるこの簡単な構成例が、２４部分キーフレー
ム捕獲カメラの潜在性のみを暗示し、２ｋ標準捕獲装置のみを使用してこれらカメラから
４８ｋのキーフレームを与えるというものである。例えば、劇場のスクリーンが、各々、
より高い明瞭性及びデータ管理潜在性へと進歩したので、ＳＴＡＲ　ＷＡＲＳ１は、２ｋ
という非常に高い技術でのショットであったが、観衆に全６ｋ映像を提供できるシステム
のスクリーンに対して、あまり望ましくないものである。
【００５４】
　従って、入手容易な６ｋの、又は更に別の実施形態では、４８ｋの捕獲システムがない
状態では、ここに開示する本捕獲装置は、ソース（捕獲）映像に復帰するだけで、テレビ
ジョン及びフィルム投影が、それらの投影を「再解像度化(re-resed)」し且つ各々の改良
ディスプレイシステムに適合させるに必要な「イン・ザ・カン(in the can)」キーフレー
ムデータを得ることができるようにする。これは、全て、複合映像内にある。
【００５５】
　更に、ニュースチャンネルや、実質上全てのＴＶが高鮮明度になりつつあるので、コス
トのかかる衛星を経て、２４の低解像度及び更に４つの低解像度デジタル映像を毎秒捕獲
して送信し、アトランタのＣＮＮが４をコンポーズすることにより高鮮明度へ「再解像度
化」し、他の２４を再解像度化するためのキーフレームを生成できるのが明らかに効果的
である。本質的に、高解像度の放送資料を得るために従来行なわれるよりも遥かに低いデ
ータを送信することは、現在入手できる高鮮明度ハードウェアを越える映像データ「イン
・ザ・カン」を有するフィート数を生じ、フィート数は、「将来の準備」である。
【００５６】
　映画の場合、このような将来の準備や、例えば、２０年間に得られる最高レベルで準備
されて今日最高レベルで上映される映写ショットの拡張可能な解像度能力は、直ちに価値
の高いものである。２０年代の白黒のフィルムショットで失われたカラー情報のデジタル
記録と同様に、カラーシーンの正確な真の再生が許される。
【００５７】
　図１は、本発明のハイブリッド像形成システムの実施形態を示す。ＣＣＤのような従来
配置された電子像形成エレメント（以下、このエレメントは、「チップ」と称される）は
、選択的に（且つ本質的ではなく）９０度に再配置される（Ａ１）。従って、典型的に、
１：６５ないし１の大きさのモニタディスプレイに対する情報を中継する捕獲装置の長方
形寸法は、このようなチップに対して従来与えられたものより大きなレンズ映像ターゲッ
トエリア内で単一の像形成平面として集合的にファクタ化されたときに、Ａ１、Ａ２及び
Ａ３で示すように、異なる仕方で、同様の１：６５の寸法カバレージを与える。
【００５８】
　垂直配置のＣＣＤ又は他の光感知電子像形成装置は、左から右へ連続的に又は間欠的に
「移動」されるときに、典型的に、レンズ映像と一線に配置され、レンズ映像Ｃの新たな
部分のきれいな捕獲を許す任意の運動は、主として、例えば、Ａ１位置からＡ２へ、次い
で、Ａ３へ、である。再配置の後に、チップは、片側から他側へ（左から右へ又はその逆
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に）移動されたときに少なくとも１：６５ないし１をカバーし、大きなレンズ映像エリア
の３ストップカバレージは、単一チップ（又はカラーが断片化されている場合には３個の
チップのアレー）が、１秒の時間内にオペレータが希望する幾つかの映像捕獲、この例で
は、１秒に３つ、を与えることができるようにする。このシステムの構成では、少数又は
多数の個別の映像「部分」捕獲を取得できるので、より多くの捕獲で、レンズ映像のより
断片化された「モザイク」又はパズルバージョンを生成すると共に、より高い解像度の「
複合」又はモザイクキーフレームに対して潜在的により多くの映像データを与え、これは
、本発明の機能のもとで個別の映像部分捕獲からアッセンブルすることができる。
【００５９】
　チップ（１つ又は複数）又は他の捕獲エレメント（１つ又は複数）が移動するところの
全ゾーンをカバーするのに充分な大きさのレンズ映像の３ストップ捕獲の間に、ハイブリ
ッドシステムの二次的機能は、レンズ映像内のアスペクトの位置情報のより頻繁なサンプ
リングを、それらが１秒の時間中にシフトするときに、捕獲することである。
【００６０】
　更に別の実施形態では、時間に伴う位置情報のサンプリングの捕獲は、同じレンズ映像
の一部分又は全部を連続的又は間欠的に受け取る第２の像形成装置Ｂ１で達成され、１秒
の時間中に、他の捕獲装置は、移動して、第２の像形成平面においてレンズ映像の「部分
」を捕獲する。映像エリアの全体を捕獲するためのレンズ映像から別のレンジ映像へのこ
の転向も、移動する像形成エレメントによりサンプリングされて電子データ／信号へ変換
され、映像アスペクトに関係した少なくとも「ポジショニング」情報に対する希望の全フ
レーム映像の一定（例えば、２４ｆｐｓ）記録を、それらが潜在的にシフトするときに、
１秒の時間中に捕獲される２４個のフレーム中に、与える。
【００６１】
　本発明の移動チップ構成の潜在性により多数の目標が達成される。スチール又は娯楽像
形成のためのデジタルカメラを含むビデオカメラは、従来の潜在的解像度の捕獲エレメン
トを使用して、解像度が潜在的に入手可能な既知の静止チップ像形成装置の何倍も高いよ
うな最終的映像を生じさせる映像情報を与えることができる。ニュース会社の場合に、例
えば、そのビデオカメラは、全フレームビデオ捕獲を毎秒２４回相対的に同時に捕獲する
ので、カメラの「モザイク」又は移動ＣＣＤアッセンブリは、（この例では）衛星がもし
現場にあればそれを経て、記憶及び中継のために３つの付加的な映像だけを供給し、２４
個の初期の全フレーム映像捕獲の１つとして、ほぼ３倍の映像情報を各々伴う２４個の最
終的映像を毎秒生じ、モザイク映像部分捕獲の間の潜在的な重畳をファクタ化し、そして
チップが全て同じ潜在的解像度（例えば、２ｋ）を有するとみなす。
【００６２】
　Ｅ及びＦは、カメラ内の異なる像形成平面へ中継されるレンズ映像バージョンの異なる
サイズを示し、個別の像形成エレメント（チップ）Ａ及びＢは、同じ視覚像を捕獲し、即
ち一方は、全フレームを捕獲し、そして他方は、視覚像の３つの部分を捕獲し、これを行
なうように移動し、Ａ及びＢが同一チップ／像形成エレメント形式であるとすれば、Ｂ１
により作用される単一の全フレーム捕獲の３倍程度の映像情報で、視覚像、例えば、日没
のシームレスな最終的バージョンを再アッセンブルするために映像データ管理コンピュー
タにより実施されるプログラムのための全ての情報が得られる。図１は、チップによって
作用されるモザイク捕獲が全フレーム像形成チップのデータ捕獲手段で２倍になることを
示すと共に、以下に述べるように「ポジショニング」データを捕獲する全フレーム像形成
チップの解像度が、一連の部分映像捕獲を行うのに含まれるものと同等である必要がない
ことを実証している。部分映像捕獲は、本発明により提供される全ての最終的映像の新の
最終的解像度について役割を果たす。
【００６３】
　２４ｆｐｓの二次的な全フレーム捕獲を伴うハイブリッドカメラは、エレメントの連続
的な個別の記録が写真撮影され、そして１秒の時間にわたる選択された数のサンプリング
中にそれらが被る位置の変化がある限り、非像形成データサンプリング手段により影響を
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受けると言うことが重要である。例えば、レンズ（又は他の像形成手段）により捕獲され
るレンズ映像及び／又はシーンのワイヤフレーム表現を生じる信号送信及び受信サンプリ
ング装置は、最終的映像に作用するための全ての必要なデータを与え且つ部分映像捕獲と
タンデムに機能して、これら最終的映像のその後のコンピュータアッセンブルの必要なデ
ータを与えるための第２の像形成ユニット（全フレーム）の潜在的置き換えの例となる。
【００６４】
　図２は、ハイブリッド像形成システムの構成を本発明の一実施形態として示す。従来の
２４ｆｐｓ捕獲は、「ワイヤフレーム」映像アスペクト位置データを与えるので、映像ゾ
ーンによるリッチなキーフレームデータは、２４個の映像の各１つにおける映像データと
正確に置き換わり、１２Ｋまでのデータを各々もつ２４個の映像を生じる。これら映像は
、１２ｋの映像捕獲容量をもつ、まだ存在しない仮説的カメラからの同じシーンの映像と
区別できないものである。
【００６５】
　図２は、モザイクキーフレーム捕獲を達成しそして結果を記憶するためのＣＣＤのよう
な電子的像形成エレメント及びレンズ／ミラーのような光学的エレメントの移動及び静止
構成の潜在性を示す。
【００６６】
　レンズ映像２０２は、ハイブリッド（全フレーム／部分フレーム捕獲システム）カメラ
に入り、映像分割コンポーネント２０４、例えば、ミラー／プリズム又は他のアスペクト
に遭遇する。全フレーム捕獲エレメント２０６は、全フレーム映像データを捕獲して、記
憶のために、記憶手段／コンポーネント２０８、例えば、ドライブ、テープ、等に中継す
る。
【００６７】
　光学アレー２１０は、レンズ映像２０２の選択された部分を、部分／モザイク映像捕獲
コンポーネント２１２へ中継し、これは、静止してもよいし、選択された方向（単一又は
複数）に移動してもよく、映像部分中継コンポーネント２１０とタンデムで機能して、選
択された数の映像部分をカバーし、希望のモザイクキーフレーム映像結果を形成する。こ
れらコンポーネントに潜在的な動きのこの例は、これに限定されるものではない。という
のは、それらは、ある構成では、潜在的に完全な円運動で動き、個別の捕獲される全フレ
ーム映像を表わす映像部分のサイクルを捕獲して中継することができるからである（２０
６）。
【００６８】
　この場合も、カメラの「ビデオアシスト」アスペクトと潜在的に同様の全２０６／２０
８アッセンブリは、２１２により作用され且つドライブ／テープ又は他の記憶手段２１４
により記憶される捕獲とタンデムに機能する異なるデータサンプリング手段により潜在的
に交換することができる。ここで、選択された時間中の映像アスペクトのシフトの適切な
記録が、キーフレーム（２１２により順次に捕獲されるデータから生成される）からアッ
センブルされる最終的映像に作用する限り、全キーフレームのデータスレッシュホールド
で、例えば、２４ｆｐｓの流体ビデオのシームレスな審美的結果が与えられる。
【００６９】
　図３は、モザイク捕獲機能の別のカメラ構成を本発明の一実施形態として示す。ここで
は、カメラ３０２は、レンズ映像３２４を、２つの個別の像形成エレメント３０４及び３
１８、例えば、ＣＣＤ像形成装置へ伝送する。レンズ映像転向手段３２０、例えば、ミラ
ーは、モニタ３３２に表わされる意図された全フレーム映像を像形成エレメント３１８へ
伝送し、ドライブ、テープ３１６又は他の映像データ記憶コンポーネント３１４に記憶す
る。
【００７０】
　光学エレメント３１２及び／又は３２８は、レンズ映像部分３２６を、モニタ３３０に
表わされた中継されたレンズ映像部分３２２へと拡大すると共に、レンズ映像の部分の好
ましい間欠的シフトを、現在の静的な像形成エレメント、例えば、ＣＣＤ３０４へ伝送す
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る。ここでは、レンズ映像３２４の２４個の個別部分が１秒の時間内にエレメント３０４
により捕獲されて、映像データ記憶コンポーネント３０８へ中継され（３０６）、このコ
ンポーネントは、ドライブ、テープ３１０又は他の映像記憶手段である。
【００７１】
　像形成コンポーネント３１８は、希望の全レンズ映像の２４個の全フレーム映像を捕獲
し（３２４）、コンピュータにより動作できる本発明の個別のプログラムは、３０８によ
り記憶された映像部分を再アッセンブルし、モニタ映像３３６に見られるように、レンズ
映像のパズルを本質的に再構成する。ここで得られる利益として、光学的エレメント３２
８及び／又は３１２が、映像エリアの「スイープ」を完了して、２４個の個別のきれいな
映像部分捕獲を像形成装置３０４へ伝送するときに、像形成装置３０４は、例えば、これ
が２ｋ容量の像形成チップである場合に、実際に、４８ｋ程度のデータをもつモザイク「
キーフレーム」を捕獲する。
【００７２】
　従って、「ワイヤフレーム」により通知されて、又は２４ｆｐｓの捕獲記憶装置３１４
／３１６により全フレームデータとして記録された全体的影像内のエレメントの変化する
位置により通知されて、プログラムは、２４ｆｐｓの最終的映像データを生成することが
でき、これは、この例では、潜在的な４８ｋデータを２４個の最終的映像の各々に適用し
て、甚だしくデータリッチな最終的映像を許し、これは、例えば、毎秒１つの映像を使用
して解像度を与えると共に、標準解像度捕獲の毎秒２４個のフレームを使用して、レンズ
映像３２４内に捕獲されたシフトエレメントのポジショニングデータを与えることで行な
われる。
【００７３】
　ここでも、補助的な捕獲アスペクト３１４／３１６は、カメラに付属の「ビデオテープ
」のように簡単でよい。しかしながら、この映像アスペクトのポジショニングデータは、
文字通り映像データとして捕獲されてもよいし、或いは非像形成サンプリング手段、レー
ダー、ソナー、及び選択されたエリア内の位置データを収集するための他の送信／受信シ
ステムを経て取得されたワイヤフレームデータとして捕獲されてもよい。
【００７４】
　従って、５メガピクセルの捕獲手段を伴う「ズームイン」スチールカメラが、レンズ映
像の一部分へズームインする場合でも著しいデータを光学的にスチール捕獲するのと同様
に、本発明は、全体的なレンズ映像のこのような「ズームイン」部分の多くをアッセンブ
ルしてタンデムな視覚像を生成することができ、従って、映像の４つの部分が捕獲される
場合には、２０メガピクセルまでの最終的スチール映像が得られる。スチールカメラ構成
では、単一の全フレーム捕獲の後に、素早い一連の映像部分が続き、これは、シフト光学
系により影響を受けて、適切な位置に「ペースト」される映像部分を与え、これは、１つ
の全フレーム視覚像／捕獲で得られる単一の瞬間により表わされ、又、これは、映像部分
捕獲中でなければ、その直前に行なわれるのが好ましい。
【００７５】
　本発明のコンピュータプログラムは、映像データ管理コンピュータで動作されたときに
、モザイク／複合捕獲内の潜在的な重畳をファクタ化し、そしてチップにより影響される
単一捕獲の解像度（及びデータスレッシュホールド）の数倍でレンズ映像の全フレーム視
覚像をシームレスに再生成する。更に、コンピュータ及びプログラムは、「映像アスペク
トのポジショニングデータサンプル」、好ましくは、レンズ映像の二次全フレーム捕獲に
より与えられるデータを管理して、高い解像度の複合キーフレームデータを２４個の最終
的映像にわたって割り当て、そのキーフレーム映像の高解像度のエレメントを真の映像情
報に基づいてシフトし、このようなエレメントのシフト位置を通知し、これは、全フレー
ム捕獲により、或いはカメラのモザイク映像捕獲アスペクトとタンデムに機能する他のポ
ジショニングサンプリング手段により行なう。
【００７６】
　当該映像又は光をモザイク捕獲のための捕獲エレメントに伝送する光学的エレメント又
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は他の映像転向手段の利点は、光（この例では、レンズ映像の光）のターゲットエリアを
通常のものに対して拡大する必要がないことである。ここでは、静止チップが従来のレン
ズ映像カバレージを受け取り、そして希望のモザイク映像を構成する映像の全ての部分（
３つの部分又は２４）がカバーされそして記録されるまで、レンズ映像のどんなアスペク
トがそのチップへ搬送されるかの「シフト」が光学的に影響され／変更される。ここに示
す例では、二次捕獲エレメントが全フレーム情報の２４個のフレームを与えるので、毎秒
１つの完全なモザイク／複合キーフレームを与える。しかしながら、フレーム内の映像ア
スペクトのシフト位置のサンプリングに対して発生される各キーフレームの周波数は、完
全に選択的である。
【００７７】
　図５は、移動光学コンポーネントとタンデムに機能する例えばチップのような回転する
像形成エレメントのアッセンブリを示す。高速動画カメラは、映画フィルムにおける静止
映像を与えるための光学エレメントのような移動エレメントを備え、これは、先鋭な映像
の捕獲を維持しながらカメラを通る高速の搬送速度を容易にするための間欠的搬送の前記
アスペクトである。ここで、本発明の更なる構成は、像形成素子（チップ）及び／又は光
学的エレメント、例えば、レンズ／ミラーの間欠的即ち「ストップ／ゴー」運動を、移動
光学的コンポーネントとタンデムに機能する回転又は他の移動チップのアッセンブリに置
き換えて、先鋭な映像部分を少なくとも１つのチップ（又は像形成エレメント）へ伝送し
、間欠的な運動で捕獲されたレンズ映像の部分を、協働するコンポーネントの流体タンデ
ム運動に選択的に置き換えるように変更させ、このコンポーネントは、多数の（好ましく
は可変数の）映像部分のサイクルを完了して、例えば、毎秒サイクルを繰り返す前に、モ
ザイクキーフレームを生成する。
【００７８】
　フィルムストックの効率を高める：
　ビスタビジョン技術と同様に、フィルムがフィルムゲートへ水平に供給され、映像サイ
ズを、１６ｍｍ又は３５ｍｍのようなフィルムの巾（ゲージサイズ）により「垂直方向」
のみに制限する。更に別の構成では、フィルムストック（この例では１６ｍｍであるが、
３５ｍｍも同等に考えられる）は、それ自身、スプロケットを必要とせず、今日の位置合
わせ技術オプション及び搬送オプションでは、スプロケットが厄介であり、潜在的な映像
記憶媒体を浪費する。本発明は、３５ｍｍ構成において、既存のデジタル発信情報捕獲手
段をしのぐ解像度及び質（オリジナル）の映像を与え、「明日」のデジタル又は他の技術
でなければ映像捕獲中に接近する能力をもち得ないような、視覚像を捕獲する今日の唯一
のオプションを提供する。
【００７９】
　フィルムは、従来配置されるフィルムマガジン（製造者のみによりロード及びアンロー
ドされる再使用可能なマガジンを含む、ここに開示する通常又は「使い捨て」構成の）に
より選択的に供給することができる。フィルムは、水平に配置されたマガジンにより供給
することができ、これは、フィルムマガジンの通常の直立位置に対して９０度垂直である
ことを意味する。これは、ローラーがフィルムを９０度回転して、フィルムゲートに対し
て水平位置を取らせ、次いで、露出の後に再び９０度戻して、垂直のフィルムマガジン内
に戻すといった付加的なフィルム管理及びポジショニングの必要性を排除する。フィルム
ストックのこのポジショニングは、本発明について説明するように、この構成では有用で
ある。
【００８０】
　ここでは、フィルムストックをフィルムゲートへ供給するが、このフィルムゲートは、
長方形の映画表示スクリーンと寸法が選択的に同様で且つ選択的に可変であり、例えば、
１．６６又は１．８５である（或いはここに示す構成では、巾が２から１である）。その
利点として、１６ｍｍフィルムの場合に、視覚像は、感光乳剤面に１６ｍｍ「高さ」で、
又は片側に孔が維持される場合には、ほぼ１４ｍｍで、且つ希望の巾、例えば、この場合
には、３３ｍｍ以上の巾で、選択的に記憶することができる。巾は、完全に選択的である
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が、潜在的に、視覚像当たり実質的に無制限の左／右の媒体スペースがある。
【００８１】
　従って、本発明は、その一部分として、１６ｍｍフィルムストックに例えば３５ｍｍ巾
の視覚像を、そして映画に非常に近い寸法及びＨＤスクリーン寸法の視覚像を発生する手
段を提供し、これらのスクリーンに最終的映像を与えるプロセスでは歪の調整をほとんど
必要としない。上述したように、３５ｍｍフィルムストックは、潜在的に近い将来のデジ
タルシステムの情報捕獲／記憶手段を上回る資料を発信するための重要な手段を与える。
感光乳剤面の面積は、フィルムストックに記憶される映像当たりの視覚像情報のほぼ４倍
である。実際に、３５ｍｍ両面感光乳剤フィルムストック及び変形３５ｍｍフィルムカメ
ラを使用すると、フィルムのマガジンが例えば１０分から選択的に減少される全記録時間
の長さに基づいて、３５ｍｍフィルム捕獲に対して典型的なものより、２ないし４倍又は
それ以上の視覚像当たりの感光乳剤面積の増加を許す。
【００８２】
　１つの構成において、単一の視覚像がフィルムストックに水平に記録され、フィルムス
トックは、フィルム記録平面、及び視覚像を捕獲するレンズに対し、水平線に平行に選択
的に配置される。記録される単一視覚像は、例えば、３５ｍｍ映像の３フレームに割り当
てられたスペースを選択的に占有する。このように記録される映像の寸法は、最小の浪費
で且つ高度に利用できるようにされた増加感光乳剤を使用して、劇場用の視覚像に必要な
水平寸法に選択的に非常に接近され、１：８５から１又はそれ以上の長方形のような動画
スクリーン寸法を得るために「マスキング」が必要とされる。
【００８３】
　ここで、３つの典型的なフィルムフレームの感光乳剤面積の使用は、フィルムストック
の反対面も記録に使用することにより補償され、その結果、３５ｍｍフィルムの典型的な
１０００フィートロールの合計記録時間は、毎秒２４フレームにおける約１０分から７分
直前までであるが、映像当たりの合計感光乳剤表面積を、従来の３５ｍｍの場合の約４倍
に増加すると、更に広い記録表面積が得られる。２４ｆｐｓにおいて資料を１０分として
維持すると、典型的な３５ｍｍ垂直、片面の標準ストックに対する感光乳剤表面積は、フ
ィルム「ロール」の標準記録時間に影響せずに、更に著しく増加される。
【００８４】
　ここでも、今日のフィルムは、典型的に、「デジタル中間」段階に到達しているので、
露出されたフィルムが「投影」を念頭において作成されないことが、本発明にとって論理
的で且つ固有のことである。実際に、選択された前進距離に基づいてフィルム搬送手段に
おいてスプロケット孔が必要とされず、デジタルの後製造手段は、フィルムストックの片
「側」又はストリップ及び他方から最終的映像の完全な位置合わせ（及びコード又は他の
手段による映像のマッチング）を行うことができる。従って、スプロケット孔及び他のフ
ィルムエリアは、全体的に感光乳剤の中か又は磁気記録材料を含む（これに限定されない
が）ストックに設けられた選択された他の手段内で、視覚像及び他のデータの記録に全体
的に選択的に使用されてもよい。
【００８５】
　両面フィルムストックの露出の後に、おそらく、フィルムを処理した後であって、２つ
のストリップに「分割」及び分離する前に、或いは選択的にその後に、大きな水平方向に
フィルム化された視覚像の長さは、大きなフィルムフレームをスキャンすることのできる
適応された「データシネ(data-cine)」又は「テレシネ(telecine)」装置によりデジタル
化され、このデジタル化に続いて、従来の３５ｍｍフィルムに対する薄いストリップにお
けるこれらの「ネガティブ」は、今日の技術で提供できるものを越えて、既存のスキャニ
ング及びデータ記憶手段を増大したときに、考えられる将来の「再スキャン」のために記
憶される。従って、これらの大きなフィルム化フレームは、従来の３５ｍｍの制作、又は
従来のデジタル映画、例えば、今日入手できるデジタル創作に対して、将来適用するため
の付加的な映像データを含む。
【００８６】



(25) JP 2009-512396 A 2009.3.19

10

20

30

40

50

　更に別の態様において、本発明は、選択的なミラー作用を与え、又は関連光学系／映像
転向手段は、レンズ映像を、記録のためにフィルムストックの片側の１つのフィルムゲー
トへ中継し、次いで、フィルムストックを非露出感光乳剤の次の水平フレームへ進める前
に、食い違い伝送で他方のゲートへ中継し、従って、この構成では、両面を利用して２４
ｆｐｓの全体的記録を達成するのに、フィルムストックを毎秒１２フレーム前進させるだ
けでよい。映像転向手段は、回転ミラー又は他の手段の全てを選択的に与えてもよいし、
或いはビームスプリッタ手段によりレンズ映像の一部分を各大きなフィルムゲートの各々
に供給してもよい。レンズ及びハードウェアは、当然、選択的に巾が可変のフィルムゲー
トを受け入れるようにされ、これらフィルムゲートは、今や、そのサイズが古い「７０ｍ
ｍ」フィルムのゲートに近く、これは、実際の記録映像の巾が５０ｍｍに近い視覚像を記
録したものであり、フィールドの深度及び関連写真アスペクトは、「ゲージサイズ」又は
ゲートサイズの変化により、光学系及び関連ハードウェアがそれを受け容れることを必要
とする程度まで選択的に影響を受ける。
【００８７】
　従って、本発明は、例えば、典型的な３５ｍｍフィルム化記録より遥かに優れた解像度
のフィルム化視覚像を与える３５ｍｍフィルムを使用して、選択されたゲージサイズのフ
ィルムの両サイズを露出させる手段を提供する。これらのフィルム記録視覚像は、従来の
デジタルシステムが今日付与できる以上の視覚像当たりの情報を選択的に与え、従って、
フィルム化視覚像を将来のデジタル（及び他の像形成）システムに潜在的に更に適合でき
るようにする。というのは、大きな感光乳剤面積が、最新のデジタル映画オプションにと
って典型的な映像創作データをしのぐ膨大な量の視覚情報を保持するからである。
【００８８】
　本発明のもとで１６ｍｍフォーマットを使用して創作する場合に、「水平に露出された
」映像から、従来の方向及びフォーマットにおける従来の３５ｍｍフィルムストックへの
最終的な「プリント」は、視覚像が「中間ネガティブ」ストックのような別のフィルムス
トックに「プリント」されるときに、露出レベル及び／又はカラーアスペクトを変更する
ようにプリント手段により影響を及ぼすことができる。
【００８９】
　目標は、デジタルドメインで選択された審美的調整を実施すると共に、大きなゲージサ
イズにより従来の仕方で典型的に記録される視覚像又はそれに近い視覚像を得るように、
例えば、１６ｍｍの小さなゲージフォーマットの、因習にとらわれない使用から利益を得
て、最終的に「大きな」ゲージサイズの高質のネガティブを得ることである。
【００９０】
　全体として、本発明は、「小さな」軽量の装置を使用してフィルムで創作する一方、大
きなフィルムゲージベースに匹敵する「オリジナルネガティブ」表面積並びに解像度及び
質を生じさせる手段を提供する。更に、本発明は、この産業に馴染みのあるレンズ及びハ
ウジングを含む馴染み易い３５ｍｍシステムで創作を行い、「７０ｍｍ」創作の視覚像に
匹敵する質及び解像度の視覚像を生じさせ、従って、初期の使用及びスクリーン手段が、
２ｋ又は４ｋ等の既存のデジタル技術以上のものを使用しなくても、現在入手できるデジ
タルシステムのオリジナルの写真中に捕獲され記憶される視覚情報の量をしのぐという目
標を達成する。というのは、将来の技術で、例えば、２０ｋの膨大な視覚情報を抽出でき
るオリジナル「ネガティブ」の「存在」が、その投影を「将来的に準備」させ、そして実
際には、既存のデジタル創作手段がなし得る以上に、将来のデジタル映画及びテレビジョ
ンと良く同期させるからである。
【００９１】
　フィルムを制作して発売する膨大な費用と共に、将来の捕獲装置と同期する将来のアプ
リケーションを形成できるオリジナルネガティブの入手できることは、システムがより大
きな情報管理／ディスプレイ手段へとアップグレードする場合に、フィルム上の創作につ
いての捕獲、重み及び費用の観点を著しく変更せずに、その投影を将来も多く表示させる
潜在性を高める。
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【００９２】
　更に、レンズ映像をフィルム感光乳剤の片側に、次いで、他側に食い違い中継すること
で、両面フィルム感光乳剤をその全長に対して一度に前進させることができ、フィルムの
向きを逆転させる他のオプションを使用したり、或いは連続「ループ」及び側面逆転又は
ねじれ手段を使用して、カメラがストックの片方の面を全体的に露出させ、次いで、他方
の面を全体的に露出させたりすることはない。しかしながら、本発明は、これら又は他の
オプションを使用してフィルムストックを両側で水平に露出させることを除外するもので
はない。
【００９３】
　本発明の別の構成において、任意のゲージサイズの従来のフィルムストックが水平に露
出される。カメラのメカニズム及びフィルムゲートの後方又はその上にしばしば配置され
るフィルム保管手段の「マガジン」は、Ａｒｒｉｆｌｅｘ及びＡａｔｏｎによるカメラに
おいて通常そうであるように、カメラの後方に選択的に配置されるが、このポジショニン
グは、重要ではない。
【００９４】
　この保管手段、例えば、マガジンにおけるフィルムは、典型的な垂直位置ではなく水平
であり、従って、例えば、日没／水平線のショットが捕獲される場合には水平線と平行に
なる。従って、フィルムは、Ａｒｒｉｆｌｅｘカメラと同様に、水平位置でカメラメカニ
ズム又はフィルムゲートエリアに入る。１６ｍｍフィルムの場合には、ストック当たり１
つのスプロケット孔が、露出のためにカメラのフィルムゲートに差し出されるときに、ス
トックの頂面又は底面に選択的に生じ、本発明は、これらのスプロケット孔を底面に配置
するが、これは必要ではない。
【００９５】
　典型的な３５ｍｍストックの場合には、スプロケットが頂面及び底面にあり、本発明は
、１つの構成において、片側のみにスプロケット孔を保持するフィルムストックを含み、
或いは更に別の構成では、デジタルドメインが位置合わせの問題を排除するのでスプロケ
ット孔を含まず、その後の画像一致は、デジタルの後制作処理で選択的に行なわれ、フィ
ルムカメラのメカニズム及びフィルムゲートによるフィルムストックの厳密な位置に関す
る問題を緩和する。
【００９６】
　フィルムカメラの光学系は、大きなゲージのカメラの場合と同様に変更される。という
のは、本発明は、ゲージサイズの「次のステップアップ」に対して典型的な感光乳剤エリ
アの露出を与えるからであり、１６ｍｍカメラは、３５ｍｍ露出感光乳剤エリアに良く似
たものを与え、そして本発明の３５ｍｍカメラは、既知の７０ｍｍフィルムカメラ（並び
に６５ｍｍ、及びこの大きなゲージサイズに関係した他のもの）による典型的な７０ｍｍ
ストック露出の場合を潜在的にしのぐ著しいゲート及び感光乳剤露出エリアを与える。
【００９７】
　フィルム平面に対する光学系の距離も、与えられた大きな感光乳剤表面積の適切な露出
を行なえるように調整される。
【００９８】
　露出エリアの巾は、選択的に可変で、高鮮明度のテレビジョン表示に対して典型的なも
のであり、従って、巾対高さの比は、選択的に、最終的に意図されるディスプレイシステ
ム／ユニットの場合と同じにされるか又は同様にされる。しかしながら、本発明の重要な
構成は、この重要な寸法（高鮮明度のコンテンツを与えるプラズマＴＶモニタのような）
に対するものであるが、ゲートサイズの巾は、本発明において可変である。従って、ゲー
トエリアを通して間欠的に移動されるフィルムの実際の量は、ディスプレイシステム又は
資料に対して意図された設定に潜在的に基づいて選択的に変化する。例えば、資料が従来
のＴＶディスプレイ用のものである場合には、１：３３対１の比のフィルムが露出され、
従って、１６ｍｍカメラ構成における本発明の潜在性は、ほぼ１４ｍｍｘ１８．６ｍｍの
ネガティブ映像を露出する。意図されたディスプレイが高鮮明度ＴＶである場合には、露
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出されるネガティブ及びゲートエリアへ移動されるフィルムの量は、約１４ｍｍｘ２３ｍ
ｍへと変化し、そして最終的なディスプレイが劇場用スクリーンである場合には、約１４
ｍｍ高さｘ３３ｍｍ巾である。これらの寸法は、劇場用スクリーンの撮影意図と同様に重
要であり、この１６ｍｍ構成は、スクリーンに対して実際に形成する資料について、今日
の典型的な３５ｍｍカメラより著しく広い感光乳剤面積を与え、これは、広いスクリーン
に対して、約１４ｍｍ高さｘ２１ｍｍ巾の「ライブ」資料のための感光乳剤寸法を捕獲す
るようにしばしば制限されることに注意するのが重要である。
【００９９】
　この構成では、全てのフィルムカメラが従来のように使用されるので、フィルムゲート
は、基本的に同じ位置にある。この構成の補足された態様においては、フィルムゲートは
、水平にすることもできるし、さもなければ、ストックの両面が露出されるような本発明
の他の構成の第２のフィルムゲートを許すこともできる。
【０１００】
　単一ゲート及び二重ゲートの両態様において、露出されるフレームの巾の選択的可変性
が本発明の１つの観点であり、選択されるネガティブの希望の巾に基づいてフィルムゲー
トへ進められるフィルムの長さを文字通り変化させる。このように、フィルムのネガティ
ブは、３５ｍｍ写真で頻繁に行なわれていたように「切り落とされて」浪費されることは
決してなく、垂直に切り落とすことで、ネガティブの寸法を、あるフィルムスクリーンの
長方形の形状に一致させることができ、従って、本発明は、例えば、１６ｍｍのスクリー
ンに対して、３５ｍｍよりも優れた映像の質を許し、現在の構成のカメラシステムを経て
表現することができる。
【０１０１】
　フィルムストック及びイン・カメラ構成：
　１つの特定の構成である必要はない本発明の実施形態は、両面感光乳剤フィルムストッ
ク及び両面露出フィルムカメラを包含する。
【０１０２】
　本発明及び出願の二重フィルムゲートの開示は、レンズ表面エリアに選択的に垂直にさ
れるのではなく、典型的なフィルムゲートのように位置されるが、２つのゲートを食い違
いにし（上下に、又はカメラ内の異なる点で）、光学系及び選択的なミラー及び／又は他
のレンズ映像転向手段が、レンズ映像をそのまま、或いはビームスプリッタが使用される
場合にはレンズ映像の一部分を選択的に、１つのゲートへ、次いで、他のゲートへ中継で
きるようにする。
【０１０３】
　この構成では、レファレンス情報を視覚的に或いはデータトラック又は他の記録手段に
よりインプリントして、一方が他方の直後に露出されるか、又は同時か、又はその後かに
関らず、順次に捕獲される視覚像を表わすフィルムのフレームを選択的に許すことができ
る。従って、フィルムストックは、フィルムカメラに共通したローラー及び関連コンポー
ネントを経てループ形成又は他の関連イン・カメラ管理を受け、同じ長さのフィルムスト
ックの反対側を露出させる。参考としてここに援用する米国特許第５，６８７，０１１号
を参照されたい。
【０１０４】
　カメラを通して移動するときの両面フィルムの長さ、例えば、両面に設けた感光乳剤の
長さは、食い違わせたフレームごとの仕方で露出し、例えば、片面の映像を、次いで、他
面の映像を露出し、そしてフィルムをストックの次の未露出部分へ進めるようにしてもよ
いし、或いはフィルムの全長を、映像捕獲レンズに平行であるか、垂直であるか、又はそ
の他の配置であるかに関らず、単一のゲートシステムによって露出し、フィルム方向反転
手段、又は連続ループ及びフィルムストックの機械的回転を経て同じ長さの反対側を準備
して、第１の露出の後に第２の側に行うか、或いは同じことを行なう他の物理的な解決策
がとられてもよい。
【０１０５】
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　又、両面フィルムストックは、関連する質ではなく、記録「時間」を向上するものとし
て使用して、典型的なフィルムカメラに対する従来の「ゲート」及び露出寸法で上述した
ようにフィルムストックの両面を記録できるようにしたことを繰り返し述べるのが重要で
ある。その効果として、記録時間は、丁度２倍にされ、従来のデジタル化並びにフィルム
プリント及び処理機械は、これらの特定の露出サイズ、映像の垂直位置、及び視覚像当た
りの「孔」（又はスプロケット穴）の数を取り扱うようにセットされ、従って、両面フィ
ルムが、デジタル化及び／又は処理及び／又はフィルムプリント、等の前に２つのストリ
ップに「分割」される場合に、潜在的に（選択的に）薄いフィルムストリップの問題だけ
対処すればよい。本発明の目的は、カメラが典型的に今日取り扱うストックに対して同じ
又は同様の重量及び厚みであるフィルムストック（感光乳剤の塗布が片面であるか両面で
あるかに関らず）を提供することである。
【０１０６】
　本発明のフィルムストックに関しては、水平に設けられるフィルムストックの片面構成
において、１つの構成は、スプロケット穴／孔を排除し、ローラー（ストックをカメラ内
に保持する）の動きによってフィルムをゲートに通し、このようなスプロケット穴で失わ
れる余計な感光乳剤エリアが媒体／映像記録スペースになるのを許す。しかしながら、本
発明は、このようなスプロケット穴が生じる通常入手できるフィルムを使用する構成でも
機能する。両オプションは、将来提供され得るものであるから、巾及び高さの両方に関し
て露出エリアを選択的に調整するオプションは、１つの構成において選択的に提供され、
例えば、孔をもったりもたなかったりする所与のストック構成により与えられる感光乳剤
の最適な使用を許す。
【０１０７】
　ここでは、スプロケット穴のない本発明のフィルムストックは、カメラの機構によって
粗野に搬送され、その後に、画像の互いの「位置合わせ」の完全性がデジタル領域で得ら
れてもよいし、或いはフィルムストックの１つの観点として光学的に設けられるか又は他
のデータ記憶手段に設けられる選択的なマーカーが、レーザー又はその他でガイドされる
位置合わせ及びフィルム搬送を許してもよく、又、このようなガイドライン又はマーカー
は、本発明の可変搬送カメラのための手段、即ちフィルムの選択的に調整可能な長さを、
選択的に広いゲートエリアへ移動し、露出当たりのフィルムの搬送量を正確に定量化する
手段も与える。
【０１０８】
　この場合も、このようなカメラは、従来のカメラと同様に可変速度で動作するが、両面
構成では、デジタル表示のためにビデオ／デジタル実体が変更されても、２４ｆｐｓが、
予想される最終的な「デジタル化」又は表示目標ベースであり、露出が食い違う（サイド
１、サイド２、サイド１、サイド２、等々）構成では、目標が毎秒従来の２４視覚像を得
ることである場合に、フィルムが毎秒１２回移動されるだけでよい。
【０１０９】
　両面式で、両面に感光乳剤が塗布されたフィルムストックは、種々の構成で製造するこ
とができる。１つの非限定的構成では、感光乳剤が両側にあるにも関らず、２つの長さの
「薄い」フィルムストックが結合されて、カメラに対する従来の重量及び厚みの、ある長
さのフィルムストックが生成される。両面式で、両面に感光乳剤が塗布されたフィルムス
トックの他の構成を製造することもできる。更に、選択的に、各側の感光乳剤間の不透明
な仕切り、例えば、白いセルロイド及び／又はプラスチック或いは他の反射性材料は、両
面感光乳剤のデジタル化段階において、フィルムストックを、従来のフィルムストックと
同様に、単一のストリップとして維持し生成することができるようにし、従って、これは
、デジタル化において、光が、反射を許す後方の不透明なものに基づいてフィルムの感光
乳剤から反射されて戻され、反射技術と同様にデジタル化を許すのであって、フィルムス
トックを通して光が通常のように投影されるのではないことを意味する。
【０１１０】
　このようなデジタル化が、投影解決策に対して充分に質の高いものである場合には、各
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個別のストリップの個別のデジタル化、プリント、又は他の使用のためにフィルムを「分
割」する必要性が回避される。フィルムは、その目的のために構成されたデジタル化ユニ
ットにより、両側で、一方が他方の後に、又は同時に、デジタル化することができ、そし
て従来のストックと選択的に同じ厚み及び重量の単一ストリップとして維持し、記憶する
ことができ、唯一の相違は、この両面ストックが、映像記録エリア手段を２倍含むことで
ある。
【０１１１】
　この「両面」構成における視覚像ショットの管理において、各側のフィルム自体におけ
るデータレファレンス、例えば、視覚像或いは他の磁気的に記録されるか又はその他で記
録されるデータは、全てのストックをスキャンすることを選択的に許し、そして「スプリ
ット」ストック両面構成において、たとえ「第２のストリップ」が、第１の後のある時間
に、デジタル化されるとしても、時間コード又は視覚レファレンス情報（データ）は、コ
ンピューティング手段が、デジタル形態の視覚像を、それらが捕獲されたときの適切なシ
ーケンスへ自動的にアッセンブルできるようにする。従って、これに限定されないが、本
発明は、あるポイントにおいて、デジタルドキュメント内でデジタル化及び／又は管理さ
れるように向けられる視覚像のフィルム捕獲に最も適合され、これは、たとえ表示又は他
の目的で最終的にフィルムに戻されるとしてもそうである。
【０１１２】
　フィルム捕獲の質及び効率：
　キーファイルフレームは、ビデオ／デジタル資料と同じレンズを通して露出することが
でき、その後、そのデジタル創作された資料のデジタル「再着色(recoloring)」に使用す
ることができる。
【０１１３】
　本発明の観点は、ビデオという語により制限されない。というのは、例えば、「高鮮明
度」資料に対してデジタル創作が使用された場合には、デジタル視覚像及びデジタル視覚
像データも実際に適用できるからである。更に、テープに記憶される高鮮明度映像は、本
発明を除外するものでなく、又、本発明において制限されるものでもなく、或いは前記デ
ジタル（及び／又はビデオ）映像がどのようにテープ、「ドライブ」又はディスクに記憶
されるかによって本発明を限定するものでもない。問題は、同じ又は同様の視覚像のビデ
オ及び／又はデジタル資料並びにフィルム化視覚像の選択的同時露出である（同じレンズ
によるか、又は同様の資料を捕獲するように選択的に配置されたレンズによる）。
【０１１４】
　フィルム捕獲の質及び効率に影響する新規なオプションを与えるために、ビデオ及び／
又はデジタルで創作された映像、並びに同じレンズを通して捕獲されるか又は個別である
が本発明により使用するために配置されたレンズにより選択的に捕獲されるものに関連し
て、任意のゲージサイズのフィルム化視覚像を露出するシステム又は方法の選択的な更に
別の観点をここに開示する。
【０１１５】
　１つの観点において、フィルムゲージは、１６ｍｍフィルムであり、そしてビデオ媒体
は、デジタル高鮮明度、例えば、デジタルデータ、及び／又はＣＣＤや他の電子捕獲手段
により捕獲されたビデオデータである。
【０１１６】
　本発明の３５ｍｍ構成では、フィルムが、従来通りに、水平に、又はフィルムストック
の片側に、或いは両面フィルムストックの両面感光乳剤の両側に露出されるかどうかに関
らず、その機会は、古い７０ｍｍフィルム捕獲システムをもしのぎ、今日の標準をしのぐ
膨大な量の視覚像データを含むオリジナル視覚像を選択的に捕獲することである。この場
合も、これは、この広いネガティブエリアの特別な視覚データを利用する潜在的な将来の
デジタル又は他の視覚手段、例えば、「２０ｋ」以上を管理できる将来のシステムに関連
している。
【０１１７】
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　本発明の更に別の観点は、３５ｍｍの従来の映像の質をしのぐ１６ｍｍの視覚像、及び
従来入手できる映画手段に対するデジタル捕獲をしのぐ３５ｍｍ映像を捕獲するための手
段を提供する。
【０１１８】
　ここで、２４ｆｐｓより少ないフィルム創作映像を捕獲するための選択的オプションが
提供される。更に、「ビデオタップ」は、実際に、高鮮明度のビデオ（及び／又はデジタ
ル）捕獲及び記憶手段である。これは、デジタル捕獲視覚像によって捕獲中にセットされ
るプレビューを向上させ、２４ｆｐｓ、又は２９．９７、又は３０、或いはデジタル創作
に使用される他の既知のオプションのような従来のデジタルレートで資料を与えるという
二重の目標を達成する。更に、デジタルで創作される視覚像は、そのデジタルで創作され
た（そして記憶された）視覚像と、フィルムで創作された視覚像との間を後でクロスレフ
ァレンスするために、ビームスプリッタ及び／又は映像転向手段、例えば、ミラー及び既
知の光学系により、例えば、同じレンズを通して選択的に捕獲されたフィルム化視覚像に
関係したクロスレファレンス映像データを含む。フィルム上の磁気ストリップ、又は視覚
レファレンス、或いは他のデータ記録手段は、２つの形式の創作された視覚像資料間を容
易に且つ選択的に自動クロスレファレンスするのを許すために設けられる。この構成では
、フィルムカメラが一次であり、デジタルユニットは、相対的に等しいか又は「オンライ
ン」捕獲資料に関して二次である。
【０１１９】
　この解決策の更なる使用は、「再着色」デジタル創作資料に単独では使用されない知識
フィルム化視覚像へと拡張される。高い解像度のフィルム化視覚像の組み合せは、通常の
手段及び通常の注意で露出され、写真の指導者により二次捕獲と共に典型的に取り扱われ
、同じシーンのデジタル捕獲資料、及び／又は視覚像を、同じ又は同様の時点で選択的に
記憶する。
【０１２０】
　ここで拡張される目的は、再着色されたデジタル創作資料とは潜在的に異なるフィルム
創作資料の望ましい審美的及び後制作の使用を含む。更に、「モーフィング(morphing)」
及び関連映像外挿、例えば、推定技術は、次のことを許すための所有権ソフトウェアを与
えることができる。
【０１２１】
　フィルム化資料は、従来より低いフレームレート、例えば、１２ｆｐｓ、又は更に少な
いフレーム／秒でそれを行なうべく捕獲される。従って、本発明の観点として使用される
この技術は、フィルムにより捕獲されない「中間フレーム」の外挿を、デジタルデータの
位置の推定、及びデジタル化されたときの入手可能な「フィルム創作」フレーム間のシフ
トに基づいて、デジタル近似により行なうのを許す。
【０１２２】
　更に、入手可能なフィルム化視覚像間で推定される視覚像のこの「モーフィング」又は
生成を与えるための厳密な手段は、高鮮明度のデジタル創作資料による。ここで、視覚像
は、実際に、高い解像度で存在し、そしてフィルム化されずに、それでもフィルム化され
た視覚像エレメントから生成される推定され及び／又はモーフィングされた視覚像を生成
する上で潜在的に役立つ。フィルム化視覚像のアスペクトの位置は、デジタル捕獲された
視覚像内で完全に参照することができ、これは、手始めのプレビュー及び初期の編集に使
用される視覚像として２倍である。
【０１２３】
　実際に、プロジェクトの全ての編集は、これを開始し、そしてフィルム化視覚像を受け
取る前であって、デジタル形態で処理した後に、デジタル創作資料を使用して完了するこ
とができる。デジタルマスター及び／又は関連中間物の「最終編集」又は生成中に、デジ
タル化されたフィルム化資料は、ルックマネージャーシステム又は関連デジタル「ルック
」洗練手段により視覚像の選択的な追加調整を行なう前に、後制作の最終段階として、選
択的に、デジタル創作資料に「取って換わる」。
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【０１２４】
　高鮮明度の創作資料に対してフィルムネガティブからそのデジタル化バージョンへ搬送
される視覚像コードクロスレファレンスデータは、各フレームに対して厳密な即座の視覚
像クロスレファレンスを選択的に許す。
【０１２５】
　従って、多数の目標が達成される。
【０１２６】
　１６ｍｍフィルムは、フィルムストックの片面又は両面に選択的に垂直に露出される従
来の１６ｍｍ及びスーパー１６ｍｍ視覚像を与え、これは、選択的に低速のフレームレー
ト、例えば、１２ｆｐｓで露出され、フィルムストックの単一ロールから、より長い記録
時間を許す。更に、水平に露出される視覚像は、約１４ｍｍｘ３３ｍｍ程度の大きさの、
視覚像当たりの感光乳剤面積を与え、これは、典型的な３５ｍｍフィルムの最初の質をし
のぐもので、選択的に変更を伴わず、或いは１６ｍｍの単一ロールが与える全体的な記録
時間を増大する。
【０１２７】
　選択的に幾つかのフィルム化フレームは、実際に、デジタルで創作された資料を使用し
たりしなかったりして、デジタルで推定するに充分な量のフィルム化映像データを実際に
与えることができる。更に、両面感光乳剤付きのフィルムストックの両面の露出を許し、
光学系がレンズ映像を最初に一方のゲートに、次いで、他方のゲートに中継する二重フィ
ルムゲートの開示は、そこに設けられる利用可能な視覚像データ記録面積を選択的に２倍
にする。全体的に、本発明は、３５ｍｍの従来のフィルム化の質及び／又は解像度をしの
ぐフィルム化視覚像の最終フィルムを含むデジタル形態又は他の視覚像形態で最終結果を
選択的に許しながら、１６ｍｍフィルムのロールにより与えられる典型的な記録時間、例
えば約１０分、を選択的に完全に維持するか又は増加もさせる。１つの構成では、記録時
間が、少なくともロール当たり２０分に倍増される一方、１６ｍｍストックからほぼ３５
ｍｍフィルムの質の感光乳剤エリアを得、デジタル外挿手段及び／又は両面フィルムスト
ックがその努力に役立っている。
【０１２８】
　水平露出可変フィルムゲート及びフィルム前進量の更に別の利益が選択的に使用され、
スプロケットのない３５ｍｍフィルムが設けられた場合には３５ｍｍのようなフィルムス
トックの利用可能な全垂直記録エリアを維持するように任意のゲージサイズのフィルム化
視覚像を許す一方、視覚像当たりの露出に対して選択的に大きな（広い）量のフィルムス
トックを与えることにより表示比（１：３３、１：６５、１：６６、１：８５、２：３５
、全部対１）を調整し、従って、フィルムストックの各「前進」の長さに選択的に間欠的
に影響を及ぼし、未露出のストックの次の部分を、選択的に変更されたフィルムゲートへ
供給する。浪費はほとんど又は全くなく、次いで、マスキングをし、表示比に対して特定
のフィルムストック比を与え、全ての長方形表示システムは、どれほど狭いか又は広いか
に関らず、同じスクリーン比に基づいて露出された視覚像により潜在的に作用される。
【０１２９】
　３５ｍｍのフィルムストックの場合に、１つの構成では、１６ｍｍカメラ構成の場合と
同様に、孔／スプロケット穴をもはや伴わないフィルムストックを含む。しかしながら、
現在同じものを考慮し、１つの構成の改良された映像記録エリアを、それが入手できると
きに、依然として請求することで、本発明及び上述した手段は、３５ｍｍフィルムから、
古い７０ｍｍフィルムに勝る視覚像のフィルム捕獲を許す一方、１０００又は他のサイズ
又は長さの３５ｍｍフィルムにより与えられる全記録時間を減少せず、実際には、選択的
に増加する。従って、２４ｆｐｓ以下のネガティブフィルムは、これを保管して、そして
将来、そのネガティブが２０ｋ以上のような高い情報管理システムのための映像データを
与えるときに参照することができ、現在デジタル情報は、将来の標準的システム及びオプ
ションの容量を使用して視覚データと共に供給することができない。
【０１３０】
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　更に、デジタルで創作された資料は、最終的なデジタル資料に、その見掛け又は他のア
スペクトで選択的に影響を及ぼすように使用され、又、デジタルで創作された資料は、こ
のような電子的捕獲に固有の、改良された解像度又はアスペクトをフィルム化映像に与え
、デジタルで創作された資料及びフィルムで創作された資料の両方を参照することから生
成されるデジタル視覚像に選択的に貢献することができる。
【０１３１】
　従って、更に別のシステム構成では、会社（１つ又は複数）は、従来のものであるか、
典型的なものから適応されるかに関らず、システムのためのフィルムストック、デジタル
「ルックマネージメント」及びフレーム「推定」又はモーフィングソフトウェア、同じ又
は同様の時間に選択的に同じレンズを通して選択的に露出されるデジタル創作視覚像とフ
ィルム創作視覚像との間のデジタルクロスレファレンス、潜在的に異なる巾の露出された
フィルムフレームを選択的に水平に処理しスキャンする手段を、本発明の構成の他の必要
な観点の中から、提供することができる。
【０１３２】
　従って、比類のない効率的なフィルムカメラは、ある観点において、フィルムと同じレ
ンズを通して捕獲された高鮮明度のデジタル資料の形態の理想的な「ビデオアシスト」と
共に、現在及び将来の最良の解像度オプションのためのフィルム化資料を提供する。最終
的結果は、最小変更の撮影シナリオ及び装置シナリオの着手であり、フィルムストックの
量当たり改良された又は少なくとも影響が最小の撮影時間であり、そして妥協のない又は
改良された最終的な「フィルム創作及びフィルムルック」のデジタル結果は、選択的に、
次に「大きな」ゲージサイズの典型的なフィルムシステムからの結果に等しいか又はそれ
より優れている（１６ｍｍは、３５ｍｍの質を与え、３５ｍｍは、７０ｍｍの質を与え、
等々である）。
【０１３３】
　このような使用は、質の高いフィルム化及びデジタル創作資料が同じシーン及び制作に
対して存在することを制限するものではなく、上述したものを越えるオプションが存在し
、そして同じショット又はレンズ視覚像に対する優れたフィルムネガティブ及び高鮮明度
デジタル資料の存在に対して存在することになる。
【０１３４】
　従来のフィルムストック及び従来の垂直露出及びフレームサイズに適用されるか、又は
ここに述べる適応ストック及び露出解決策に適用されるかに関らず、本発明の実施形態は
、フィルム捕獲の視覚像及び／又は効率を改善する。
【０１３５】
　水平に配置されるフィルムゲート：
　カメラレンズ映像をフィルムストックへ供給する際に、映像捕獲の質を高めるオプショ
ンを生成するための水平に配置されるゲート（１つ又は複数）についてここに説明する。
更に別の観点では、光学系（及び／又はミラー手段）が、レンズ映像を、今日の従来のフ
ィルムカメラと同様に、垂直に配置されたフィルムストックへ与える前に、９０度「回転
」し、ここで、フィルムストックの露出エリアの巾を選択できる固定又は可変のフィルム
ゲートは、捕獲されるシーン及びレンズに対して通常の水平位置になく、９０度オフセッ
トされる。
【０１３６】
　従って、上述したように、レンズに対して水平のフィルム平面を得るために、カメラの
フィルムマガジンを配置し直す必要がなく、そしてフィルムストックをねじったり配置し
直したりする必要がない。ここでは、レンズの視覚映像（光）は、フラットベッドフィル
ム編集テーブルで行なわれるように、９０度オフセット状態で中継されるように回転及び
／又は反発され、フィルムストック映像は、投影モニタに表示するように回転される。こ
の場合も、１６ｍｍシステムの光学系は、３５ｍｍカメラ、又はカスタムメイドオプショ
ンを含む他のオプションの光学系であり、フィルムストックへの大きな映像面積の中継を
許す。この場合も、フィルムストックにおける露出のための映像面積は、フィルムがスト
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ック上でその長さに対して水平に露出されるので、「次に高い」フィルムゲージの面積を
越え、映像の高さをゲージサイズのみにより制限し、そして映像の巾を、選択された最終
的表示システム／オプション寸法又は比に基づく、選択された映像比のみにより制限して
変更するのを許す。図面を参照されたい。本質的に、フィルムゲートは、９０度回転され
、ここに開示するように可変タイプであるのも任意であり、そしてこれも９０度回転され
るレンズ映像が与えられ、希望の比／寸法でレンズ映像を適切に露出するのを許すが、視
覚像が垂直に露出される今日の典型的なフィルムシステムとは対照的に、フィルムストッ
クに水平に露出される。視覚像の巾は、フィルムストックのゲージ巾のみによって制限さ
れる。
【０１３７】
　ハイブリッドデジタル及びフィルムカメラ：
　本発明に関連した更に別の実施形態は、従来の１６ｍｍネガティブ動画フィルムストッ
クを使用したハイブリッドデジタル及びフィルムカメラである。これは、ゲージサイズに
関して次のものの適用をなんら制限するものではなく、そして任意のフィルムゲージサイ
ズのスプロケットなしバージョン（又は単一孔ストックのように片側にのみスプロケット
がある）は、ここに述べるオプションの適切な適用を許す。
【０１３８】
　ここでは、１６ｍｍの動画カメラに関連した従来のフィルムゲート（垂直）が、変更型
「両面ゲート」に置き換えられ、これは、レンズ映像に面して、感光乳剤を外側にした、
１６ｍｍストックの２つのストリップを受け入れ、ストックのスプロケット穴を両ストリ
ップの「外側」、ひいては、二重ゲートの左側及び右側にするのを許す。
【０１３９】
　個別のリンク型フィルム搬送手段は、選択的に片側をダウン方向に移動させる一方、フ
ィルムの他側又はストリップがアップ方向に移動するのを許す。フィルムストックの間欠
的な未露出の部分は、「並置」され、個別のストック間の非常に小さなストリップ又は線
がレンズ映像の捕獲に干渉するだけである。
【０１４０】
　感光乳剤の並置ストリップに伝送されるレンズ映像は、選択的に、４個の従来の１６ｍ
ｍ又はスーパー１６ｍｍフレームエリアを占有する。従って、単一の視覚像が、従来の３
孔より多い３５ｍｍ映像記録手段／エリアの、２つの個別ストリップより成る感光乳剤の
エリアへおおよそ（選択的に）伝送され、実際に、本発明により選択的に設けられる実際
のエリアは、１５ｍｍ高さｘ２６ｍｍ巾で、ストリップ当たり２つの垂直フレーム／孔が
並置されて３６４平方ｍｍの全面積を与える。これは、５％以上の３５ｍｍ３孔（１：８
５対１の映像比）により選択的に与えられる感光乳剤に勝る改良である。
【０１４１】
　フィルム化フレームの使用に対して「キーフレーム」解決策を使用すると、デジタル捕
獲される資料の解像度及び／又は審美性を改善するために、単一映像として捕獲されるか
又は個別捕獲の複合として捕獲されるかに関らず、本発明は、デジタル捕獲された視覚像
に６ｋを越える映像ごとのデータを吹き込むのに必要な映像データを捕獲するために、選
択された変更を伴う１６ｍｍのフィルムカメラを許す。
【０１４２】
　所有権ソフトウェアは、感光乳剤の２つのストリップにおけるこのような映像捕獲を、
時間コード又は他の映像コードレファレンス手段によりレファレンスするのを許し、これ
は、前記キーフレームが捕獲された時間、時間内及びほぼその時間に同じレンズを通して
選択的に捕獲される各々の選択されたデジタル創作視覚像に適用される。このデジタル創
作資料は、選択的に、２４フレーム／秒のような通常のフレームレートで得られる。選択
的にフリッカーのない及び選択的に高鮮明度のデジタル創作資料は、フィルム化キーフレ
ーム映像データを適切に割り当てるための映像ゾーン（アスペクト）ポジショニングデー
タを選択的に与えて、最終的な視覚像（例えば、毎秒２４）を生成し、これは、２つ以上
のデジタル創作視覚像にキーフレームデータを適用する結果として視覚映像データ当たり
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６ｋ以上で実施される。
【０１４３】
　ここでは、フィルムストック上の磁気及び／又は視覚コード手段（ストックの孔付き側
の薄い側又は縁に対するフィルムエリア、或いは映像記録のための感光乳剤エリアを制限
しない他のエリアに選択的に限定される）は、後制作アプリケーションのために、デジタ
ル創作視覚像とフィルム化キーフレーム視覚像との間を容易に及び／又は自動的にレファ
レンスするためのクロスレファレンスデータを与える。
【０１４４】
　従って、１つの構成におけるフィルムストックは、従来のフィルムカメラと同様に、未
露出ストックの単一ロールからのものであり、レンズ映像は、デジタル捕獲及び記録手段
による全レンズ映像の記録を許すために選択的に転向され、同じレンズ映像が選択的露出
のための全レンズ映像を与える。というのは、フィルムストック上の可変比、例えば、１
：３３、１：８５、２：３５の映像が、例えば、映画用に、従来の３５ｍｍ捕獲より大き
な感光乳剤面積を選択的に与えるからである。
【０１４５】
　このフィルムストックは、ゲートの左側による最初の露出の後に、例えば、他の手段の
ローラーによる再配置を受け、「ひっくり返された」ストックがゲートの他側により露出
のために戻されるのを許し、「感光乳剤エリア」は、依然、レンズ映像に向けて外側を向
いている。選択的に、「両面フィルムストック」は、フィルムが各側へ戻るのを許し、両
面がフィルム感光乳剤を含み、フィルムストックの単一ロールの最終結果は、両面を完全
に露出させ、単一のセルロイドストリップの両面の感光乳剤内に潜像を実施する。簡単な
構成では、従来の片面１６ｍｍストックについて述べる。
【０１４６】
　選択的に、各ゲート「側」は、例えば、２つの従来の「フレーム」エリア、又はストッ
クの２つの孔と、次の２つをスキップさせる前進とに関係した感光乳剤において露出され
る。というのは、他側では、そのストックを使用して、レンズ映像の「他側」を、進行中
に、間欠的に露出できるからである。各孔又は映像部分に対する時間コードレファレンス
は、視覚像部分のこの寄せ集めを、デジタル創作視覚像から投影が編集された後に、容易
に分類しそして後で自動的に選択的に割り当て、最終的な視覚像は、解像度及び／又は審
美的見掛けが改善されたデジタル化されたフィルム化キーフレーム視覚像で影響を及ぼす
ように選択される。
【０１４７】
　本発明の更に別の観点において、視覚像の質が高められると共に効率も改善される。毎
秒１つのキーフレームを、適当な後制作ソフトウェアと共に使用して、２４のようなデジ
タル創作視覚像の少なくとも「秒」全体に作用させ、通常約１０分の記録時間しか与えな
い１６ｍｍフィルムの単一ロールは、実際に、ここでは、選択的に６０分を与える一方、
典型的なスーパー１６ｍｍシステムにより与えられる通常の解像度の４倍の最終的フィル
ム創作「ルック」結果を与えることもできる。選択的に、毎秒更に多くのキーフレームを
露出することができ、及び／又は異なる全感光乳剤表面積のフレームがフィルムのロール
当たりより多くの又はより少ない記録時間を与えることができる。ロールが、毎秒６個の
キーフレームを与えるか、又は４個のデジタル創作対応映像ごとに１つを与える場合には
、フィルムの単一ロールの記録時間は、従来の１６ｍｍカメラ及び記録システムの２４ｆ
ｐｓ以上である。
【０１４８】
　本発明は、従来の「巻き取り」スプールにフィルムストックを与えることができ、フィ
ルムカメラのメカニズムの変更をできるだけ少なくし又は選択的に必要なだけとし、スト
ックは、両面ゲートに２回通され、キー変更及び機械的変更が行なわれる。更に、変更さ
れたフィルムカメラでは、フィルムの２つのロール又は２つの個別のストリップが二重ゲ
ートへ伝送され、個別のロールを、両面フィルムゲートを通して同じ方向に文字通り搬送
することができる。この構成では、利点として、フィルムストック全体の量で記録時間を
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更に増加し、小さなストック、例えば、３５ｍｍに対して１６ｍｍは、３５ｍｍストック
による従来の捕獲より高い解像度をもつ映像を与え、そして更に別の利点として、ストッ
クを、露出させられるように種々の再配置手段を通して「ねじり」、そして両面フィルム
ゲートの他側へ、再露出のために、選択的に、以前と同じ方向（上から下）、又は逆方向
（下から上）に再配布した後に、その露出されたストックを巻き取りリールへ戻すという
必要性が解除される。
【０１４９】
　この場合も、このシステムは、選択的に、デジタル映像捕獲手段が、同じ又は隣接する
レンズを通して、従来の全映像捕獲を２４ｆｐｓのような選択的な通常フレームレートで
行なう一方、両面ゲートが、同じ又は非常に類似したレンズ映像／視覚像の非常に高質の
フィルム化「レファレンス」又はキーフレームを選択的に与えるようなハイブリッドカメ
ラに係る。
【０１５０】
　フィルムゲート及びフィルム感光乳剤記録の水平アスペクトの適用は、含まれるフィル
ムゲージサイズに関わりなく、解像度の大きな利得を与えることを付加することが非常に
重要である。１６ｍｍストックに対してこの改良を述べると、１：８５の比は、表示寸法
、ひいては、映像捕獲寸法を意図し、同じ長さのセルロイド／ストックの２つのストリッ
プからの１つのキーフレームが毎秒発生される。
【０１５１】
　２つのストリップが、左右ではなく、ここでは、「上下」に配置されて露出される感光
乳剤エリアは、２４ｍｍ高さｘ４５ｍｍ巾に選択的に増加され、選択的に同じ長さからの
１６ｍｍストックの各ストリップは、選択的に両方向に移動して、全視覚像捕獲ゾーンの
１２ｍｍ又はその半分の垂直記録／感光乳剤エリアを形成する。これは、１６ｍｍ捕獲か
らの１８ｋ以上のデータを含む全最終的デジタル化キーフレームを表わす。更に、毎秒１
つのキーのみがフィルムに発生される状態では、従来の１６ｍｍフィルムストックの１つ
の４００ｆｔロールの全記録エリアは、「２ｋ」捕獲より低い従来の２４ｆｐｓに対して
２０分に増加され、全フィルム記録時間を２倍にする一方、映像の質を約１２倍に高める
。これは、実際に顕著なものである。というのは、フィルム製造ロジック及び方法が妥協
されず、装置がその重量及び選択的にその構成について著しく変更されず、そして視覚像
の質を著しく高めるのに、より多くの媒体が要求されるだけでなく、この例では、より少
なく、例えば、半分にすることも要求されるからである。
【０１５２】
　この場合も、水平ゲート構成は、感光乳剤のストリップを上下に選択的に接触して又は
互いに非常に接近して配置する。水平ゲートエリアの選択的に可変の記録エリアは、４孔
巾（ＴＶ比）から６孔巾（１：８５映画）、及び２：３５（ワイドスクリーン）比の映像
を与える８孔巾まで選択的に映像を露出し、これは、注目すべきことに、１６ｍｍストッ
クから、ロール当たりの記録時間がほぼ１６分に改善された、約２３ｋの最終映像データ
／視覚像結果である。
【０１５３】
　本発明の所有権シフトウェアの重要な観点は、フィルムの２つのストリップ間に生じる
小さなギャップの折り返し即ち「欠落データ」を「排除」するためのデジタル手段である
ことを述べるのが重要である。デジタルで創作される映像は、例えば、フィルムストック
からの映像データの「半分」をシームレスに割り当てるのに必要な全てのデータを含む（
２ｋの解像度で）。というのは、相当に高い解像度の半部分を結合する「２ｋ」映像解像
度の小さな線は、神経に障ったり目立ったりしないからである。更に、本発明のソフトウ
ェアの１つの観点は、本発明のシステムからシームレスな最終的視覚像を得るために、例
えば、捕獲のような、フィルムストックの個別の半部分の間に、受け容れられる「遷移」
映像データを外挿することを選択的に含む。
【０１５４】
　改良された観点は、ここに詳細に述べる感光乳剤エリアを露出するために、移動光学系
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又は移動「ゲート」観点を使用する必要がないことである。というのは、感光乳剤の両ス
トリップが同時に露出されるからであり、ここでは、１６ｍｍの二重ストリップが、単一
ストリップ３５ｍｍ水平８孔の解像度を与える。
【０１５５】
　デジタル映像捕獲の質及び記録時間を高める：
　映画、テレビ及び他の動画媒体の娯楽映像に対して高い質、長い記録時間及び他の効果
的観点を許すように像形成するために、ハイブリッドカメラに関連した種々の構成及びオ
プションが提供される。
【０１５６】
　１つの観点において、別の媒体捕獲の観点と選択的に同時に捕獲される１つの媒体は、
別の媒体捕獲に作用するように使用される。
【０１５７】
　スチール写真及び動画媒体の両方に対し、捕獲することのできる視覚像当たりの全デー
タの量及び解像度を拡張する目的で、全デジタルハイブリッド構成をここに開示する。
【０１５８】
　本発明の更に別の観点において、高鮮明度のデジタルカメラは、レンズ映像の全視覚像
を選択的に捕獲すると共に、同じレンズを通してレンズ映像の一部分をより高い解像度で
選択的に捕獲し、ここで、前記一部分は、選択的に、より低い初期の解像度である前記全
視覚像捕獲に作用し又はそれにより作用されるために捕獲される。
【０１５９】
　例えば、本発明の１つの構成は、カメラレンズを通して伝送される映像の標準的又は「
通常の高鮮明度」ビデオ（デジタル）捕獲を含む。これは、レンズ映像の一部分のみから
映像捕獲を導出する「ビデオタップ」構成により選択的に与えられ、又、選択的に、この
全視覚像は、それ自身の独立したレンズを通して、多数のレンズをもつ単一カメラの一部
分として、或いは全視覚像捕獲と共に／により後で適用するために視覚像の高鮮明度部分
を捕獲するユニットとタンデムに機能するように一緒に構成された個別のカメラとして、
捕獲することができる。
【０１６０】
　全ての視覚像が単一レンズを通して伝送される更に別の構成では、全視覚像の捕獲は、
「光」の僅かな部分しか必要としないレンズ映像の選択的最小部分から獲得されるか、或
いはレンズの視覚像を選択されたアスペクト比（１：６６から１、又は１：８５から１の
ような）で適切に演出するためにそのレンズによって収集された全視覚像情報から獲得さ
れる。
【０１６１】
　この初期の全視覚像捕獲は、馴染みのあるＣＣＤ又は他の「チップ」や、デジタル映像
捕獲に馴染みのある他の単一又は複数の電磁捕獲手段を経て行なわれ、そしてテープやド
ライブに記録されるか、又は電子的送信のために中継されるか、或いは捕獲されたデジタ
ルデータを記録及び／又は中継するための選択された手段へ送信される。
【０１６２】
　関連する時間コード又は他の視覚像ラベリング／トラッキングデータ手段が設けられ、
そして本発明の１つの観点として後で使用するために、全視覚像捕獲の各視覚像に対して
維持され／記録され、そして本発明の目的は、従来可能であるものを越える全解像度及び
／又は視覚像当たりの全映像データで、捕獲された全視覚像を表わす変更型デジタル視覚
像を得ることである。
【０１６３】
　レンズ映像からの「その後」の映像捕獲手段、選択的には、上述した全視覚像捕獲を与
える同じレンズは、選択的に高い鮮明度の捕獲手段、例えば、４ｋデジタル化チップ装置
、又は認識可能な高い写真又は映画グラフィック解像度の視覚像を捕獲する他の手段を含
む。しかしながら、ここでは、選択的な時間周期、例えば、１秒にわたり、最初の手段（
又は本発明の他の映像捕獲手段）により捕獲された全視覚像ではなく、レンズ映像の一部
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分のみをチップ／デジタル化手段へ与えるための手段である。又、レンズ映像の一部分を
与えるこの手段は、更に、レンズ映像の、個別の、選択的に重畳する又はしない、部分を
その後に与えるための手段も含む。
【０１６４】
　本発明の構成において、「チップ」又はデジタル化平面／手段は、フラットではなく、
円筒形であるか、或いは円形又は丸い形状であり、レンズに対して移動するのを許す。更
に、この「円筒体」、又は因襲にとらわれないデジタル捕獲表面／手段には、２つ以上の
「チップ」又は像形成平面／手段が含まれ、手前の映像部分の捕獲の後にレンズ映像の別
の部分の第２の「捕獲」をシームレスに且つ迅速に行うことができ、従って、例えば、１
秒の工程中に、１つ以上の移動「チップ」又は映像捕獲手段に、レンズ映像の新たな部分
が与えられ、例えば、４ｋ捕獲手段に、複数の新たなレンズ映像部分（視覚像データの）
が与えられて、例えば、単一レンズ映像の映像部分捕獲の複合をタンデムで表わすことの
できる一連の視覚像を生じ、これらは、単一の視覚像へと「アッセンブル」されると、選
択的に視覚像当たり及び／又は選択的に１秒のデジタルビデオ当たり、例えば、２０ｋ、
４０ｋ又は１２０ｋのデジタルデータで単一の視覚像を表わすことができる。
【０１６５】
　選択的に、全視覚像捕獲、それ自体、例えば、視覚像当たり４ｋ又は２ｋ又はそれ以下
の量のデータを、後制作状態において、時間コードレファレンスにより、「テンプレート
」として使用して、全レンズ映像の部分の、例えば、複数の「４ｋ」捕獲をアッセンブル
することができる。従って、毎秒の視覚像の２４、２９．９７又は他の典型的なデジタル
ビデオ捕獲レートで選択的に捕獲された全視覚像捕獲により与えられるこのテンプレート
は、「適用」されるべき複数の非常に高い解像度の映像部分捕獲に対して、デジタル動画
視覚像データの全１秒中に有用な映像位置データを含む。逆に、このプロセスは、高鮮明
度の映像部分が、全視覚像捕獲により位置に関して通知される映像アスペクトをもつシー
ムレスなモザイクへアッセンブルされ、従って、全視覚像捕獲が影響を受けるのではなく
、映像部分捕獲が影響を受けると述べることができる。本質的に、視覚像データのこの相
互依存性をどのように「述べる」かは、それらをタンデムで使用して、スチール写真、単
一視覚像、又は動画ビデオのための最終的なデジタル視覚像を、例えば、２４ｆｐｓのフ
レームレートで生成するという観点を変更するものではなく、それらは、非常に高レベル
の全デジタルデータ、例えば、１２ｋ、２０ｋ、１２０ｋであり、選択的にモーフィング
技術、及び／又は全視覚像捕獲を使用して、映像部分捕獲の位置を「位置決め」し、そし
て視覚像の観点についてもそうであり、これらの映像部分捕獲も、とりわけ、同様に除外
され、全映像観点ポジショニング情報の適切な捕獲は、例えば、２４ｆｐｓにおいて、従
来の全視覚像捕獲により捕獲され、又は潜在的に捕獲される。
【０１６６】
　レンズ映像は、一部分転向されて、捕獲のための全視覚像情報を与え、これは、全レン
ズ映像の選択的に小さな部分を収束し、拡大し、及び／又は上述した４ｋオプションのよ
うな二次記録手段へ伝送するための光学的又は他の手段の前で、且つ更に、全レンズ映像
の新たな部分をその後の捕獲のために伝送するための修正及び／又は移動手段と共に行な
われる。
【０１６７】
　従って、時間コードは、所与の捕獲が表わすレンズ映像の「ゾーン」に対応する「映像
ゾーン」レファレンスデータに関連して、例えば、初期の全視覚像捕獲からの２４個のデ
ジタル視覚像と、捕獲されて映像ゾーンデータに基づきレファレンスされる選択的な２４
個の「映像部分」とを含む１秒の映像データを生じ、これは、例えば、２４ｘ４ｋ即ち９
６ｋの「単一」の複合視覚像を生じ、１秒の時間にわたって捕獲されたこの「単一視覚像
」のデータが、モーフィング及び／又は他のデジタル混合技術を選択的に使用して、且つ
非常に高い鮮明度の視覚像の観点の位置を変更するための全視覚像捕獲、例えば、映像ゾ
ーンを区別するためのカラー変化又は他の手段のような選択された基準に基づいて区別さ
れた物体及び／又は映像部分を表わす選択的に識別可能な映像ゾーンに依存して、全視覚
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像捕獲データの２４個のフレームに適用されたときには、各々９６ｋの２４個の視覚像を
表わし且つ映像ゾーンの位置に基づき完全に又はほとんど変更されたシームレスな１秒の
変更デジタルデータが得られ、映像ゾーンのデータの非常に高鮮明度の「複合」を、１秒
の時間を通しての真の映像ゾーンの位置捕獲であって、映像部分が個々にデジタル化され
た同じ１秒の間に捕獲された全視覚像データの２４個のフレームにより表わされた位置捕
獲に選択的に一致させることができるようにする。最高の情報デジタル化手段と、対応す
る全視覚像捕獲のような周辺データに基づき映像データを再配置するための手段とを使用
することにより、ここに示す新規なオプションと合成された利用可能な技術の複合により
解像度が著しく向上された捕獲手段が得られる。
【０１６８】
　ホトコピーシステム及び他の像形成システムにおける回転ドラムと同様に、４ｋＣＣＤ
のような選択的に移動し及び／又は選択的に異なる捕獲手段へ、全レンズ映像を静的に伝
送するのではなく、レンズ映像を選択的に「移動」伝送することで、単一レンズ映像デジ
タル再配置及び変更手段に関係した極端なレベルの視覚像情報を捕獲するのに必要な全て
の視覚像情報を単一のレンズで与えることができる（本発明の所有権ソフトウェアとして
、新規な全デジタルビデオカメラシステムが与えられ、捕獲される解像度及び／又は全デ
ータは、「どれほど多数の」個別の映像ゾーン捕獲があるか、そしてどれほど多くのデー
タを捕獲手段が取り扱えるかに基づく選択的観点である）。例えば、毎秒３つの映像ゾー
ンしか別々に記録されない２ｋ映像捕獲手段は、その２ｋ映像部分捕獲に作用するために
前記全視覚像捕獲オプションを使用して６ｋ像形成システムを生じ、ここでは、最大２ｋ
の映像捕獲技術しか必要とされない。
【０１６９】
　最大映像捕獲手段／技術を、単一レンズ映像の選択的に変化する部分に集中させること
により、「明日」の映像管理及び／又はスクリーンシステムに適合させるのに必要な映像
データを与えることができる。重要なことに、９６ｋが、今日、１０年間の劇場の「投影
」容量である場合には、本発明の１つの観点において、９６ｋデータ手段と、投影を「明
日」の使用にする解像度とを各々含み利用する最終的な一連のデジタル視覚像を許すよう
に映像データを捕獲するための手段が存在し、当然、「フィルム」が４ｋとして存在し、
そして数年のスクリーン容量が９６ｋである場合、又、フィルムが、４ｋ以上、例えば、
４８ｋ又は９６ｋを含むようにおそらく「アッセンブル」され又は変更される場合には、
そのフィルム又は投影の使用及びその要請が技術的に将来向上され、その長期間の価値、
及びおそらくは応用及び見る寿命を増大させる。
【０１７０】
　１つの応用例として、捕獲レンズと一線に配置された静的な、フラットチップ又は他の
映像デジタル化手段と同程度に簡単なシナリオが含まれ、或いは選択的に、レンズ映像に
対して選択的な量だけ左から右へ「傾斜」するような限定された再配置手段をもつデジタ
ル化手段が含まれる。チップのような映像デジタル化手段に対してレンズ映像が設けられ
るので、光学的エレメント、ミラー、プリズム手段、又は他の映像転向／伝送作用手段は
、選択的に、レンズ映像の１／３を、例えば、左から右へ与え、次いで、次の１／３を、
等々となる。次いで、選択的に、１／３が、例えば、次の１秒の視覚像データに対して、
逆方向に、右から左へ与えられる。映像部分選択又は転向／伝送手段は、その反復運動及
び位置により、例えば、映像の「最初の１／３」へ自動的に戻る回転ミラー又はプリズム
でよく、例えば、プリズムは、３６０度回転した後にその元の位置に戻る。
【０１７１】
　従って、レンズ映像転向手段及び捕獲手段の両方が移動する場合には、選択的流動性、
即ち同じレンズ映像の異なる後続アスペクトの捕獲が行なわれる。又は、映像転向手段が
、例えば、３回停止する間欠的な運動を有する場合に、映像の新たな部分が、例えば、Ｃ
ＣＤのような静的なデジタイザーへ伝送されるときに、４ｋデジタル化手段は、例えば、
毎秒、レンズ映像に関連する１２ｋの映像データを与えることができる（視覚像データの
２４個の全フレームに作用するのに使用できる１つの完全な複合化視覚像は、２４「２ｋ
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」以下の解像度の視覚像の解像度を２４「１２ｋ」視覚像へと本質的に「アップグレード
」し、これは、レンズ映像の個別部分を表わす４ｋ映像データの単一、複合化／モザイク
を使用して行なわれ、これらは、全て、従来の全視覚像データ、例えば、「ビデオアシス
ト」、又は本発明の一次捕獲ステージ、捕獲されたデジタル映像内で、より低い解像度で
生じる。
【０１７２】
　本発明の観点は、次のものを含む。レンズ映像のどれほど多数の個別映像部分が毎秒デ
ジタル化されるか、それらがどれほど多く互いに重畳するか、どれほど多数の従来の全視
覚デジタル映像が毎秒捕獲されるか、レンズ、二次光学系及び／又はデジタル化手段、チ
ップ又は他の手段が全て選択的な手段であるかどうか。これらのオプションの選択に影響
する主たる問題は、解像度、アスペクト比、及びフレームレートに関する最終的な表示シ
ステムである。
【０１７３】
　目的は、入手できる「全視覚像」デジタル化手段の捕獲解像度を越える解像度のデジタ
ル視覚像を生成することである。これを実現可能とするソフトウェアオプションは、時間
コード、他のデータオプション、クロスレファレンスにより、及び相関のために識別され
る映像アスペクトに関連して、同じ又は同様の映像の視覚像に作用する手段を含む。捕獲
された連続する全視覚映像において、１秒の工程にわたって移動するリップ、例えば、そ
の２４個は、全２４個の視覚像において解像度が向上され、従って、視覚像の各部分は、
単一の高－高解像度レファレンスしかもたないが、「スマイル」時に移動するリップは、
従来の全視覚デジタル映像に記録された視覚像アスペクトの実際の位置シフトにより通知
される若干変更された位置のみに、高－高解像度複合視覚像又はモザイクの付加的なデジ
タルデータを維持する。
【０１７４】
　この場合も、例えば、毎秒視覚像データの単一フレームを生成する高－高鮮明度データ
のモザイクは、高－高鮮明度情報の「単一フレーム」が捕獲された１秒の間に、対応する
捕獲ビデオ、即ち全視覚像の全２４フレームをアップグレードし、単一レファレンス即ち
視覚データの「キーフレーム」を生じさせる。
【０１７５】
　２ｋデジタル視覚像データの２４ｆｐｓのような従来のデジタルデータを捕獲するのに
使用される、別の部分から転向されたレンズ映像の一部分からの視覚像データのキーフレ
ームの選択的捕獲は、毎秒１つの全体的合計視覚像といった比較的低い捕獲レートで生成
され、これは、特定の目的／理由で捕獲された従来のデジタル資料に作用し、それを変更
して、同じ映像ゾーンアスペクトの「フィルム化カラー表現」に対応するように視覚像の
アスペクト／ゾーンを「再着色」するという特殊な目的のためであり、本発明では、従来
の全視覚像捕獲を高い解像度へアップグレードするために、従来の全視覚像手段によって
多数の視覚像が捕獲された時間中に捕獲された単一の視覚像を表わすアッセンブルされた
キーフレーム「モザイク」のデジタル適用を通じて、既存の全視覚像捕獲手段より高い解
像度が許される。
【０１７６】
　この場合も、デジタル映像ゾーン相関及び変更手段、並びに馴染みのあるモーフィング
技術は、本発明を適時に実現可能で且つ論理的なものとし、ハイブリッド技術は、選択さ
れたフィルムストックが完全にオリジナルの記録媒体であったかのように働く好ましい「
ルック」のシミュレーションと、既存のものを遥かにしのぐ非常に高い解像度のデジタイ
ザーを使用して全視覚像を捕獲するかのように働く改善された解像度のシミュレーション
との両方において、変更されたデジタル視覚像への道筋を指す。
【０１７７】
　ハイブリッドフィルム及びデジタルカメラの品質及び解像度：
　更に別の実施形態において、フィルムの視覚像品質で、及び今日利用される従来の映像
捕獲をしのぐ視覚像情報の解像度で、視覚像を捕獲するために媒体がタンデムに構成され
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たハイブリッドフィルム及びデジタルカメラが提供される。
【０１７８】
　他のレンズ光線転向／分割手段のビームスプリッタにより視覚的に断片化され「分割」
される単一レンズを通る視覚像を捕獲するフィルムカメラは、フィルムストック及びマガ
ジン容器の従来のフィルム構成を保つ。ＰａｎａＶｉｓｉｏｎユニットのような３５ｍｍ
動画カメラに関しては、これは、マガジンがカメラの頂部に配置され、フィルムが露出の
ためにゲートへと垂直に伝送されてフィルムマガジン容器の「巻き取り」リールへ戻され
ることを意味する。
【０１７９】
　この構成で変更されるものは、フィルムカメラの光学系及び／又はゲート、或いは露出
エリアに選択的に関係している。更に、ハイブリッドカメラのデジタル又は電子的な画像
捕獲観点は、Ｓｏｎｙ　ＣｉｎｅＡｌｔａカメラのようなデジタル映画ユニットと同様の
画質をもつ高鮮明度デジタルである。
【０１８０】
　ここで、レンズ映像がデジタル捕獲ユニットへ部分的に伝送された後に選択的に生じる
光学系の選択的に可変の観点、或いはレンズ映像の電子的捕獲を許す他のフリッカレスの
「ビデオアシスト」観点は、レンズ映像の一部分をフィルム平面のみへ集中させ、フィル
ムゲート内に間欠的にフィルム感光乳剤記録させる。選択的に、デジタル視覚像捕獲は、
別々のレンズを通して行なわれるか、又は単一レンズ捕獲プロセスの他のステージを通し
て行なわれるが、この構成では、レンズ映像の一部分が、本システムの方法の光学系の二
次的観点／プロセスの前に、デジタル化のために転向される。しかしながら、フィルムの
間欠的移動中に、フィルム平面がレンズ映像を受け取らないときに、レンズ映像を中継す
るといった従来の「ビデオアシスト」オプションは、ここでも選択的に使用して、従来の
フリッカーなしのデジタル捕獲を、選択的な従来のフィルム捕獲プロセスに結合すること
ができる。
【０１８１】
　捕獲解像度を高めるという目的に向けたここでの相違は、レンズ映像の選択的に異なる
部分をフィルム平面へ、感光乳剤のその後の未露出部分（従来のように、ゲートへ間欠的
に移動された）へ伝送することを含む。焦点の変化が、考えられる全レンズ映像又はシー
ンの選択的に異なる部分を、選択的に従来の２４ｆｐｓ、又はそれより低速のレート、例
えば、２ｆｐｓで、フィルム平面へ伝送するような「ズームレンズ」と同様に、全レンズ
映像の選択的に異なる部分が、フレームごとに、記録のためにフィルムへ自動的に伝送さ
れる。例えば、本発明の簡単な構成では、所与の焦点設定で最初に捕獲された映像がレン
ズ光学系によりフィルム平面に向けて記録のために伝送される。ここでは、選択的に可変
及び／又は可動の光学的エレメントが、フィルム平面に向けられる通常の視覚像の増幅を
与え、全レンズ映像の選択的に半分を３５ｍｍフィルム面へ与え、次いで、未露出の動画
フィルムの次の部分へのフィルムの間欠的な搬送の後に、レンズ映像の選択的に他の半分
がゲート及びフィルム面へ記録のために与えられる。
【０１８２】
　このシステム及び方法では、単一レンズの視覚像が１つの瞬間に感光乳剤の選択された
断片に記録されるのではなく、レンズ映像は、この例ではステージ２において、感光乳剤
の個別の断片へ伝送され、個別の異なる記録された視覚像が、フィルム感光乳剤の２つの
順次のフレーム内に、視覚像内容が重畳して、生じるのを許す。ここでは、デジタル手段
又は他の手段を後制作に使用して、全レンズ映像（これらの可変光学系観点又は他の電子
的映像伝送及び変更手段へ送られた）を表わす単一の視覚像を、順次のフィルムフレーム
から生成することができる。
【０１８３】
　ここで得られるのは、視覚像の質である。ワイドスクリーンの映画視覚像が、例えば、
３５ｍｍカメラで最初に記録されるときには、その視覚像に利用できる感光乳剤は、フィ
ルムストックの巾により制限される。典型的に、捕獲されるシーンをアナモルフィックに
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変更しないカメラでは、ワイドな視覚像が、典型的なフィルム化テレビジョンショー捕獲
手段よりも僅かなフィルム感光乳剤しか占有せず、このために、テレビジョンショーに対
する表示手段の比は、より「方形」であり、「４孔」感光乳剤エリア以上を単一視覚像の
捕獲に利用できるようにする。従って、反語的には、１：８５から１の映画スクリーンの
ような大スクリーン表示手段のための視覚像を捕獲するときには、小スクリーン（１：３
３から１）のテレビ表示用の視覚像を捕獲するときに使用されるものより、著しく少ない
感光乳剤が、オリジナルシーン／映像エリア当たりに使用される。
【０１８４】
　３５ｍｍフィルムの４孔（垂直）内に見られる全感光乳剤表面積を利用して、フィルム
の単一フレームへ完全に伝送されたレンズ視覚像の選択された部分を記録することができ
る。従って、１つの例では、可変光学系は、フィルムの単一フレームに記録されたレンズ
映像の「左側」の１２以下の表示と、前記レンズ映像の「右側」の１２以下の表示とを与
えることができる。従って、この例では、映画スクリーン比２：３５対１と同様の広さか
又はそれより広い視覚像を、３５ｍｍ動画フィルムの２つの後続フレーム内に捕獲し、デ
ジタル後制作において「サイド」が結合された場合に最終的な視覚像を与えることができ
、このようなワイドスクリーン表示手段は、このようなレンズ映像を捕獲するのに従来使
用されているものの何倍もある全感光乳剤表面積内に最初に保管される。これは、画像に
影響する。
【０１８５】
　更に、レンズ映像の水平又は左から右の仕切りに制限されず、精巧な可変光学手段は、
例えば、レンズ映像の１２個の個別の部分、又はそれ以下、又はそれ以上を、オリジナル
レンズ映像内の水平及び垂直の異なる領域から到来するレンズ映像の部分と共に与えるこ
とができる。このような捕獲システムは、次いで、１秒の記録から、例えば、高鮮明度又
は通常の鮮明度の２４個のフレーム、良く知られた「ビデオアシスト」観点のようなハイ
ブリッドカメラの電子的捕獲観点により捕獲されたデジタル視覚像、及び３５ｍｍ画像フ
ィルムの２４個のフレームを与えることができ、選択的に、各々の全フレーム化シーン視
覚像に対して４孔視覚像の２つのフレームを捕獲する構成は、７０ｍｍフィルム捕獲のよ
うな、例えば、感光乳剤の視覚画質を生じる。フィルムの１２フレームが、１２ｆｐｓで
動作され、レンズ映像の選択的に独特の部分が各フレームへ伝送されるようなシナリオで
は、像形成結果が、娯楽用の映像を捕獲するための現在知られている解決策より優れてい
る。
【０１８６】
　このシナリオにおいて、全映像の部分からの捕獲のモザイクは、非常に大きな視覚像当
たりの最終的感光乳剤表面積を与え、これは、本質的に、全部で１２個程度のフレームの
記録エリアが一緒にペーストされたもので、スチール写真の２-1/4インチネガティブと同
様である。
【０１８７】
　後制作において、既存のモーフィング技術及び選択的デジタル置き換え手段により、捕
獲されたデジタル映像又はビデオは、フィルム化映像を、例えば、毎秒デジタルで１つに
アッセンブルされると、創作デジタル資料の２４フレームに適用するのに必要な映像エレ
メントの全ポジショニングデータを選択的に与えることができる。その結果、将来の表示
及び現在の非常に高い解像度の表示手段に対して、写真撮影された単一「シーン」をタン
デムで表わすフィルムの異なる後続フレームにより生成されるデータの大きな「キーフレ
ーム」は、例えば、３０ｋをも越えるような将来の表示システムに必要な全てのオリジナ
ル視覚像データを与える。
【０１８８】
　本発明の１つの観点において、レンズを通してシーンの個別部分を分離して、その後に
フィルムストックに記録するための手段を含む光学系を伴う比較的非変更のカメラ構成が
開示される。デジタルでアッセンブルされ、そして全シーンフレームで創作された従来の
デジタル視覚像を選択的に利用するときに、フィルムに記録された映像「部分」は、デジ
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タルで創作された資料に関連し又は関連せずに、選択的にデジタル化しそしてアッセンブ
ルするための選択された量の増加感光乳剤記録サイズを与える。
【０１８９】
　更に別の観点において、捕獲されたデジタル資料の２４個のフレームは、映写技師によ
りフレーム化された単一「シーン」を表わす（２４個の）個別の３５ｍｍフレームから得
られる非常に高い解像度の全視覚像に選択的に適用される。現在は若干不合理で、おそら
く将来はそれほどでもなかろうが、モーフィング及び映像アスペクト再配置手段は、単一
のシーンからのこれら２４個の個別の捕獲が全シーンの２４個のフレームを生じるのを許
す後制作ソフトウェアを提供し、全フレームのオリジナルデジタル捕獲により、動画媒体
の２４個の全フレームを生じるフィルムフレーム当たり潜在的に６ｋより多いデータを与
え、これら２４個のフレームの各々は、潜在的に１４０ｋ以上のデータを含む。
【０１９０】
　１４０ｋ映像の使用は、今日、制限されるが、今日の娯楽投影ショットからこのような
画質を抽出する能力の利用性は、このような投影の適合性及び将来の使用に影響を及ぼし
、例えば、４ｋに制限された投影は、非常に高質の将来の視聴システムに連動されたシス
テムや観衆にとってあまり望ましくない。
【０１９１】
　この場合も、最も簡単な構成において、例えば、単一の２：３５対１の比の視覚像は、
３５ｍｍ感光乳剤の２４個のフレーム内に、フレーム化シーンの１２個の「左側」部分、
及び１２個の「右側」部分として捕獲される（選択的に、食い違った順序、左、右、左、
右で記録される）。
【０１９２】
　前記フィルム化映像、即ち「ビデオアシスト資料」とタンデムに捕獲されるビデオ資料
の２４個のフレームは、例えば、デジタル化されるときに、これをレファレンスし、又は
使用して、フィルム化視覚像データの「サイド」を割り当て、４孔感光乳剤エリアの効率
的な使用を考慮して、選択的に、１２ｋを越え、おそらく、２０ｋに近い画質で２４個の
最終デジタル映像をアッセンブルすることができる。
【０１９３】
　本質的に、今日の３５ｍｍカメラは、６５ｍｍ又は７０ｍｍ「装置」及びフィルムスト
ックで捕獲されたものと同様の映像を意味する約７０ｍｍの創作映画映像を与えることが
できる。
【０１９４】
　ハイブリッド構成で、ここに述べる目的及び手段をもつ、例えば、１６ｍｍカメラは、
今日の従来型３５ｍｍカメラを充分に越える最終的視覚像を与えることができる。いずれ
のゲージサイズでも、フィルム媒体の記録時間が選択的に拡張される。例えば、レンズ映
像又はシーンが、６個の個別エリア又は部分としてフィルムに捕獲される場合には、全シ
ーンの合計は、６ｆｐｓとなる。従って、正味の効果として、画質は、従来の１６ｍｍ捕
獲より少なくとも６倍は増加するが、フィルムが通常のフレームレートの１／４で走るの
で、フィルムの単一ロールの記録時間は、４倍となり、フィルムは、レファレンスフレー
ムを捕獲するので、ハイブリッドユニットのデジタル観点では、フィルム化フレームによ
り「逸する」ことのあった、１秒間に記録されるエレメントのシフト又は変化又は再配置
に関係した重要な映像データを含む全フレーム視覚像データを捕獲する。
【０１９５】
　従って、デジタル技術は、高解像度の「エレメント」を、デジタル創作視覚像内の相手
部分に対して再配置するときに妥協しないように、単一のアッセンブルされたフィルムフ
レームの高い解像度を許す。従って、フィルムの「ルック」をもち、実質上無制限の解像
度をもち、且つフィルム記録時間が同時に劇的に延長されたデジタル映像を生じるのに、
何の妥協もない。
【０１９６】
　以上、本発明を詳細に説明したが、当業者であれば、本発明の教示に鑑み、本発明の精



(43) JP 2009-512396 A 2009.3.19

10

神又はその範囲から逸脱せずに幾つかの修正や変更がなされ得ることが容易に明らかであ
ろう。
【図面の簡単な説明】
【０１９７】
【図１】本発明のハイブリッド像形成システム構成の実施形態を示す図である。
【図２】本発明のハイブリッド像形成システム構成の実施形態を示す図である。
【図３】電子的像形成エレメントの潜在的な移動及び静止構成を示す図である。
【図４】本発明の実施形態としてのモザイク捕獲機能のカメラ構成を示す図である。
【図５】移動光学的コンポーネントとタンデムに機能する例えばチップのような回転する
像形成エレメントのアッセンブリを示す図である。

【図１】 【図３】
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